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前
哨
戦
の
方
が
本
番
よ
り
も
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
た
奇
妙
な

総
選
挙
だ
っ
た
が
、
当
ク
ラ
ブ
主
催
の
２
会
見
も
前
哨
戦
盛

り
上
げ
に
一
役
買
っ
た
。

　
一
つ
は
、
野
党
再
編
劇
の
主
人
公
、
小
池
百
合
子
都
知
事

会
見
。
も
う
一
つ
は
公
示
直
前
に
行
う
恒
例
の
党
首
討
論
会

だ
。

　
小
池
会
見
は
、
８
月
末
の
予
定
が
都
議
会
の
都
合
で
延
期

さ
れ
た
が
、
実
現
し
た
の
が
衆
議
院
解
散
当
日
と
な
る
ド
ン

ピ
シ
ャ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
な
り
、
小
池
知
事
も「
飛
ん
で
火

に
い
る
ナ
ン
ト
カ
み
た
い
…
」と
会
見
冒
頭
で
苦
笑
す
る
一

幕
も
あ
っ
た
。

　
党
首
討
論
会
も
、
新
聞
休
刊
日
を
避
け
て
異
例
の
日
曜
開

催
と
な
っ
た
が
混
乱
な
く
終
え
た
。
司
会
・
代
表
質
問
を
担

当
し
た
企
画
委
員
の
方
々
に
は
選
挙
結
果
を
踏
ま
え
た
う
え

で
感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
会
報
で
紹
介
し
て
い

る
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い（
10
～
11
ペ
ー
ジ
）。

　
討
論
会
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
も
事
務
局
に
電
話
で
寄

せ
ら
れ
た
。
批
判
に
は
謙
虚
で
あ
り
た
い
。
改
善
す
べ
き
点

も
あ
る
。
た
だ
具
体
的
な
質
問
内
容
で
は
な
く
、「
総
理
大

臣
に『
さ
ん
付
け
』と
は
何
事
だ
！
」と
お
叱
り
を
受
け
る
ケ

ー
ス
が
目
立
っ
た
。
賛
否
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
私
は「
町
人

風
情
が
お
殿
様
に
向
か
っ
て
な
ん
と
も
無
礼
千
万
！
」と
時

代
劇
の
セ
リ
フ
を
つ
い
連
想
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
も
電
話

の
主
は
、「
お
殿
様
」で
は
な
く
市
井
の
方
々
だ
と
思
う
。

近
年
、こ
の
種
の
抗
議
が
多
く
な
っ
た
こ
と
が
気
に
か
か
る
。

�

（
専
務
理
事
　
土
生
修
一
）

選
挙
前
哨
戦
を
盛
り
上
げ
た
２
会
見

「
非
礼
」抗
議
に
時
代
劇
連
想
も

１日遅れの投票箱
台風21号の影響で定期船が欠航したため、萩市は離島・見

み

島
しま

の投票箱を投開票日に回収できな
かった。翌日、風呂敷に包まれた投票箱が陸上自衛隊のヘリで輸送された＝10月23日、山口県萩市

撮影：藤野　隆晃（朝日新聞社山口総局記者）
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「
前
川
」「
小
池
」が
出
席
者
数
１
位
、
２
位

上
半
期
会
見
、
国
内
政
治
関
連
に
関
心

　
10
月
27
日
に
開
か
れ
た
理
事
会
に
、
今

年
度
上
半
期（
17
年
4
月
～
9
月
）の
日

本
記
者
ク
ラ
ブ
の
事
業
実
績
が
報
告
さ
れ

た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
上
半
期
の
当
ク
ラ

ブ
主
催
の
プ
レ
ス
向
け
行
事（
記
者
会

見
、
昼
食
会
、
討
論
会
・
対
談
、
研
究
会
、

記
者
ゼ
ミ
、
記
者
研
修
会
、
取
材
団
）は

合
計
88
回
と
な
っ
た
。

　
最
多
出
席
者
を
記
録
し
た
の
は
、
前
川

喜
平
・
前
文
部
科
学
事
務
次
官
の
会
見

（
６
・
23
）で
３
３
５
人
だ
っ
た
。

　
学
校
法
人「
加
計
学
園
」（
岡
山
市
）の

獣
医
学
部
新
設
を
め
ぐ
り
安
倍
晋
三
首
相

の
関
与
が
指
摘
さ
れ
た
問
題
で
、
前
川
氏

は「
行
政
が
歪
め
ら
れ
た
」と
告
発
し「
事

務
次
官
の
反
乱
」と
し
て
大
き
な
関
心
を

集
め
た
。
各
テ
レ
ビ
局
が
会
見
を
生
中
継

し
て
報
道
・
情
報
番
組
で
速
報
し
た
ほ
か
、

新
聞
も
会
見
要
旨
を
別
掲
す
る
な
ど
し
て

大
き
く
掲
載
し
た
。

　
第
２
位
は
、
小
池
百
合
子
東
京
都
知
事

の
会
見（
９
・
28
）で
、
出
席
者
数
は
３

１
３
人
だ
っ
た
。

　
こ
の
会
見
は
、
知
事
就
任
1
年
を
機
に

都
政
を
振
り
返
っ
て
も
ら
う
趣
旨
だ
っ
た

が
、
８
月
末
の
予
定
が
都
議
会
答
弁
の
関

係
で
９
月
末
に
延
期
さ
れ
た
。
会
見
当
日

が
た
ま
た
ま「
希
望
の
党
」旗
揚
げ
の
翌

日
、衆
院
解
散
の
当
日
に
あ
た
っ
た
た
め
、

実
現
に
政
治
的
な
力
が
働
い
た
と
の
誤
解

を
避
け
る
た
め
、
冒
頭
、
司
会
者
が
こ
の

日
に
な
っ
た
経
緯
を
説
明
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
国
内
政
治
で
注
目
を
集
め
た

の
が
、
民
進
党
代
表
選
の
告
示
翌
日
に
行

わ
れ
た
前
原
誠
司
候
補
、
枝
野
幸
男
候
補

に
よ
る
討
論
会（
８
・
22
）だ
っ
た
。
こ

の
時
点
で
は
１
カ
月
後
の
衆
院
解
散
と
そ

れ
に
伴
う
民
進
党
の
迷
走
は
予
想
で
き
な

か
っ
た
が
、
会
見
動
画
で
２
人
の
発
言
を

点
検
す
る
と
、
そ
の
後
の
激
動
に
つ
な
が

る「
兆
候
」に
気
付
く
か
も
し
れ
な
い
。

人
形
遣
い
実
演
や
収
監
さ
れ
た
人
も

　
異
色
ゲ
ス
ト
と
し
て
は
、
文
楽
人
形
遣

い
の
桐
竹
勘
十
郎
さ
ん（
５
・
９
）が
い

た
。
会
見
場
で
は
３
人
で
一
体
の
人
形
を

操
る「
三
人
遣
い
」の
実
演
を
弟
子
と
一

緒
に
披
露
し
て
く
れ
た
。

　
ま
た
香
港
の
民
主
活
動
家
の
ア
グ
ネ

ス
・
チ
ョ
ウ
さ
ん
、
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ウ
ォ

ン
さ
ん
は
共
に
20
歳
で
、
政
治
関
連
の
ゲ

ス
ト
で
は
歴
代
最
年
少
だ
っ
た（
６
・

15
）。
こ
の
う
ち
ウ
ォ
ン
さ
ん
は
会
見
の

２
週
間
後
、
香
港
で
非
合
法
集
会
関
与
の

容
疑
で
逮
捕
さ
れ
、
８
月
に
禁
固
刑
の
有

罪
判
決
を
受
け
収
監
さ
れ
た
。

�

（
土
生
修
一
）

日
本
で
も
調
査
結
果
の
積
極
利
用
を

　
　
　
　
　
　
　
米
世
論
調
査
機
関

　
今
回
の
米
国
取
材
団
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン

に
あ
る
超
党
派
の
世
論
調
査
機
関「
ピ
ュ

ー
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
」の
本
部
を
訪

ね
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
取
材
団
の
た

め
に
特
別
に
編
集
し
た
米
国
の
メ
デ
ィ
ア

状
況
に
関
す
る
調
査
資
料
を
提
供
し
て
く

れ
た
。
米
国
で
の
ニ
ュ
ー
ス
媒
体
別
の
信

頼
度
や
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
責
任
な
ど
に
つ

い
て
の
世
論
調
査
で
、
会
員
の
皆
さ
ま
に

も
提
供
し
た
い
。
下
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
閲
覧

が
可
能
で
す
。

　https://goo.gl/4X
Y
U
S9

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
多
様
な
テ
ー
マ
で
世

論
調
査
を
行
い
、
結
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
無
料
公
開
し
て
お
り
、
日
本
の
メ
デ
ィ

ア
も
同
セ
ン
タ
ー
を
出
典
元
と
し
て
明
記

す
れ
ば
引
用
は
自
由
に
で
き
る
。
先
月
は

日
本
人
の
民
主
主
義
観
に
関
す
る
調
査
も

公
開
し
、
当
ク
ラ
ブ
で
会
見（
10
・
19
）も

行
っ
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
はhttp:

//w
w
w
.pew

research.org/

。
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ト
ラ
ン
プ
暗
黒
時
代

　
闘
う
米
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち

団
長

　杉
田

　弘
毅
（
共
同
通
信
社
論
説
委
員
長
）

思
っ
て
い
た
よ
り
皆
平
穏
。
そ
ん
な
印

象
の
１
週
間
だ
っ
た
。
何
し
ろ
Ｃ
Ｎ
Ｎ
は

「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
機
関
」の
レ
ッ
テ

ル
が
貼
ら
れ
、「
ウ
ソ
」だ
っ
て
支
持
者

が
喜
ん
で
く
れ
れ
ば
Ｏ
Ｋ
、
と
い
わ
ん
ば

か
り
の
ワ
シ
ン
ト
ン
で
あ
る
。
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
た
ち
は
絶
望
の
中
に
あ
る
の
か
と

思
い
き
や
、
た
く
ま
し
く
闘
っ
て
い
た
。

ト
ラ
ン
プ
時
代
と
は
こ
う
な
の
か
と
慨

嘆
し
た
の
が
、
初
日
に
会
っ
た
白
人
の
権

利
擁
護
を
唱
え
る
ジ
ャ
レ
ッ
ド
・
テ
イ
ラ

ー
氏
だ
。
人
種
ご
と
の
相
違
を
無
視
す
る

政
治
・
社
会
制
度
に
反
対
す
る「
人
種
リ

ア
リ
ス
ト
」を
自
称
す
る
。
バ
ー
ジ
ニ
ア

州
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ツ
ビ
ル
の
人
種
衝
突
、
Ｎ

り
、「
白
人
が
優
勢
な
地
位
を
黒
人
や
中

南
米
系
に
奪
わ
れ
る
の
は
耐
え
ら
れ
な

い
」「
白
人
と
黒
人
は
一
緒
に
住
む
べ
き
で

な
い
。
不
快
感
が
募
る
」と
あ
か
ら
さ
ま

だ
。
こ
ん
な
時
代
錯
誤
を
、
オ
ン
レ
コ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
臆
せ
ず
語
る
知
識
人
が

い
た
だ
ろ
う
か
。
こ
の
白
人
主
義
が
ト
ラ

ン
プ
支
持
者
の
ひ
と
つ
の
特
徴
で
あ
り
、

現
実
の
ア
メ
リ
カ
な
の
だ
。

さ
て
、
そ
の
白
人
と
は「
欧
州
的
で
キ

リ
ス
ト
教
徒
」と
の
説
明
だ
っ
た
。
ま
ぎ

れ
も
な
い
民
族
主
義
で
あ
る
。
日
本
人
は

白
人
で
な
い
が
、「
白
人
ら
し
さ
」を
持

つ
と
い
う
。
そ
う
い
え
ば
、
半
世
紀
以
上

前
の
人
種
差
別
時
代
に
日
本
人
は
特
別
に

プ
氏
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
向
か
わ
な

い
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
主
は
ア
ナ
ロ
グ

人
間
な
の
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
リ
ー
ク
も
多

く
、
特
ダ
ネ
も
生
ま
れ
る
。

そ
う
は
い
っ
て
も
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
１

日
を
動
か
す
の
は「
ポ
リ
テ
ィ
コ
」「
ア
ク

シ
オ
ス
」と
い
っ
た
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア

だ
。「
ポ
リ
テ
ィ
コ
」の
プ
レ
イ
ブ
ッ
ク
は

ワ
シ
ン
ト
ン
で
働
く
人
の
必
読
。
編
集
者

の
１
人
ダ
ニ
エ
ル
・
リ
ッ
プ
マ
ン
記
者
は

毎
朝
３
時
半
に
起
き
て
、
６
時
半
に
内
幕

情
報
や
そ
の
日
の
見
通
し
を
知
ら
せ
る
。

そ
れ
を
読
ん
で
人
々
が
オ
フ
ィ
ス
に
向
か

っ
て
仕
事
を
す
る
の
だ
か
ら
、
ま
さ
に
ワ

シ
ン
ト
ン
を
操
っ
て
い
る
感
覚
だ
ろ
う
。

27
歳
の
リ
ッ
プ
マ
ン
記
者
は
デ
ジ
タ
ル

マ
イ
ン
ド
と
い
う
言
葉
を
繰
り
返
し
た
。

改
め
て
そ
の
定
義
は
？
と
聞
く
と
、「
速

報
と
ビ
ジ
ュ
ア
ル
重
視
」と
の
答
え
。
そ

れ
な
ら
日
本
メ
デ
ィ
ア
も
既
に
や
っ
て
い

る
。
や
っ
ぱ
り
世
界
が
読
み
た
が
る
ワ
シ

ン
ト
ン
・
コ
ン
テ
ン
ツ
ゆ
え
に
、
デ
ジ
タ

ル
も
成
功
し
や
す
い
。

時
差
ぼ
け
の
頭
に
ジ
ョ
ン
・
デ
ン
バ
ー

の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
何
度
も
浮
か
ん
だ
。「
オ

ー
ル
モ
ス
ト
・
ヘ
ブ
ン
」で
始
ま
る「
カ

ン
ト
リ
ー
・
ロ
ー
ド
」（
故
郷
に
帰
り
た
い
）

だ
。
あ
ふ
れ
る
陽
光
、
好
き
勝
手
に
生
き

る
人
々
。
暗
黒
の
ト
ラ
ン
プ
時
代
で
も
、

ア
メ
リ
カ
が
依
然「
天
国
」の
よ
う
に
輝

い
て
み
え
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

Ｆ
Ｌ
黒
人
選
手
の
国
歌

斉
唱
時
の
抗
議
な
ど
、

人
種
問
題
が
燃
え
さ
か

っ
て
い
た
。

「
米
国
で
は
何
が
起

き
て
も
白
人
の
せ
い
に

さ
れ
る
。
黒
人
の
非
を

少
し
で
も
責
め
れ
ば
、

総
攻
撃
を
受
け
る
」。

白
人
の
嘆
き
節
に
始
ま

白
人
の
側
に
扱
わ
れ
た
。
遠

い
昔
が
世
界
の
首
都
で
よ
み

が
え
っ
て
い
る
。

メ
デ
ィ
ア
の
方
は
思
考
錯

誤
の
た
だ
中
に
い
る
。
ト
ラ

ン
プ
氏
は
実
は
、
伝
統
メ
デ

ィ
ア
を
大
事
に
す
る
と
聞
い

た
。
オ
バ
マ
時
代
よ
り
も
そ

の
傾
向
が
あ
る
と
い
う
。
ツ

イ
ッ
タ
ー
以
外
に
、
ト
ラ
ン

議員会館でヨーホー下院議員（共和党）を
囲む取材団

■
日
程（
６
泊
８
日
）

９
月
24
日（
日
）成
田
発
、
ワ
シ
ン
ト
ン
着

25
日（
月
）ジ
ャ
レ
ッ
ド
・
テ
イ
ラ
ー
「
ア

メ
リ
カ
ン
・
ル
ネ
サ
ン
ス
」（
白
人
権
利
擁
護

サ
イ
ト
）編
集
長
▼
ア
ン
ジ
ー
・
ホ
ラ
ン「
ポ

リ
テ
ィ
・
フ
ァ
ク
ト
」（
非
営
利
フ
ァ
ク
ト
チ

ェ
ッ
ク
専
門
サ
イ
ト
）編
集
長
▼
ボ
ブ
・
デ

ィ
ー
ン
ズ「
天
然
資
源
防
護
評
議
会
」（
Ｎ
Ｒ

Ｄ
Ｃ
）ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
・
元
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
記
者
会
会
長

26
日（
火
）テ
ッ
ド
・
ヨ
ー
ホ
ー
共
和
党
下

院
議
員（
フ
ロ
リ
ダ
州
・
ア
ジ
ア
太
平
洋
小

委
員
長
）▼
ラ
イ
リ
ー
・
ウ
ォ
ル
タ
ー
ズ
・
ヘ

リ
テ
ー
ジ
財
団
リ
サ
ー
チ
・
ア
ソ
シ
エ
ー
ト
　

27
日（
水
）「
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
」訪
問

＝
キ
ャ
メ
ロ
ン
・
バ
ー
編
集
局
長
、
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
・
サ
リ
バ
ン
・
メ
デ
ィ
ア
担
当
コ
ラ

ム
ニ
ス
ト
、
デ
ビ
ッ
ド
・
ナ
カ
ム
ラ
・
ホ
ワ

イ
ト
ハ
ウ
ス
担
当
、
編
集
会
議
出
席
、
ニ
ュ

ー
ス
・
ル
ー
ム
見
学
▼
ダ
ニ
エ
ル
・
リ
ッ
プ

マ
ン「
ポ
リ
テ
ィ
コ
」（
政
治
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ

ト
）記
者
▼
佐
々
江
賢
一
郎
駐
米
大
使
、
島

田
丈
裕
広
報
文
化
担
当
公
使
　

28
日（
木
）ク
レ
ッ
グ
・
ハ
イ
ン
ズ
元「
ヒ
ュ

ー
ス
ト
ン
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
」ワ
シ
ン
ト
ン
支

局
長
▼「
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ

ー
ナ
ル
」訪
問
＝
ポ
ー
ル
・
ベ
ケ
ッ
ト
・
ワ

シ
ン
ト
ン
支
局
長
、
ジ
ェ
リ
ー
・
セ
イ
ブ
・

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
編
集

長
、
ア
ー
ロ
ン
・
ズ
イ
ッ
ト
ナ
ー
・
デ
ジ
タ

ル
事
業
部
長
、
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
フ
ッ
ク
政
治

記
者
、
ジ
ェ
イ
ク
・
シ
ュ
レ
シ
ン
ジ
ャ
ー
・
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シ
ニ
ア
記
者（
前
東
京
支
局
長
）、
ニ
ュ
ー

ス
・
ル
ー
ム
見
学
▼
コ
リ
ー
ン
・
ハ
ナ
ブ
サ

民
主
党
下
院
議
員（
ハ
ワ
イ
州
）　

29
日（
金
）「
ピ
ュ
ー
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
」

訪
問
＝
エ
イ
ミ
ー
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
・
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
長
、
ブ
ル

ー
ス
・
ス
ト
ー
ク
ス
国
際
経
済
世
論
調
査
部

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
▼
ト
ム
・
ロ
ー
ゼ
ン
ス
テ
ィ

ー
ル「
ア
メ
リ
カ
ン
・
プ
レ
ス
・
イ
ン
ス
テ

ィ
テ
ュ
ー
ト
」（
非
営
利
メ
デ
ィ
ア
教
育
機

関
）代
表
理
事
　（
３０
日
ワ
シ
ン
ト
ン
発
　
１０

月
１
日
成
田
着
）

■
事
前
勉
強
会

９
月
21
日
　
山
脇
岳
志
朝
日
新
聞
社
編
集
委

員（
前
ア
メ
リ
カ
総
局
長
）、
木
下
英
臣
共
同
通

信
社
特
別
報
道
室
長（
前
ア
メ
リ
カ
支
局
長
）

■
参
加
者（
９
社
１4
人
）杉
田
弘
毅
＝
団
長

（
共
同
通
信
社
論
説
委
員
長
）五
十
嵐
文（
読

売
新
聞
社
論
説
委
員
）大
内
佐
紀（
読
売
新

聞
社
調
査
研
究
本
部
主
任
研
究
員
）有
元
隆

志（
産
経
新
聞
社
編
集
総
務
）平
畑
功
一（
北

海
道
新
聞
社
霞
ク
ラ
ブ
キ
ャ
ッ
プ
）宮
坂
重

幸（
信
濃
毎
日
新
聞
社
諏
訪
支
社
長
）荻
田

雅
宏（
静
岡
新
聞
社
編
集
局
選
任
局
長
兼
論

説
副
委
員
長
）明
知
隼
二（
中
国
新
聞
社
報

道
部
記
者
）髙
橋
祐
介（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
）

川
瀬
正
裕（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
）渡
邊
翔（
日
本
テ
レ
ビ
国
際
部
記
者
）津

山
恵
子（
在
米
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
通
訳
）

土
生
修
一（
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
）石
川
洋

（
同
）

ジ
ャ
レ
ッ
ド
・
テ
イ
ラ
ー

ア
メ
リ
カ
ン
・
ル
ネ
サ
ン
ス
編
集
長

▼
多
民
族
国
家
の
欺
ま
ん
を
指
摘

「
人
種
は
違
う
進
化
の
結
果
。
生
物
学

的
差
が
あ
り
、
平
均
的
知
性
は
人
種
で
異

な
る
」。
発
言
の
主
は
幼
少
期
を
日
本
で

過
ご
し
、
流
暢
な
日
本
語
を
操
る
テ
イ
ラ

ー
氏
。
編
集
長
を
務
め
る
白
人
の
権
利
擁

護
を
掲
げ
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
閲
覧
者
は

月
間
4０
万
人
。

「
白
人
が
少
数
民
族
に
転
落
し
な
い
た

め
に
」と
、「
人
間
的
に
は
嫌
い
」な
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
を
移
民
流
入
制
限
を
公
言
す

る
点
で
支
持
す
る
。「
本
当
に
多
様
性
が

善
な
ら
、
な
ぜ
黒
人
居
住
区
に
住
ま
な
い

の
か
。
リ
ベ
ラ
ル
を
標
榜
す
る
白
人
に
聞

い
て
ほ
し
い
」

多
民
族
国
家
の
欺
ま
ん
を
射
る
発
言

は
、
移
民
は
お
ろ
か
難
民
に
す
ら
狭
き
門

の
日
本
か
ら
の
来
訪
者
に
も
重
く
響
く
。

物
腰
穏
や
か
な
知
識
人
と
の
対
話
は
和
や

か
に
進
み
、
苦
い
後
味
が
残
っ
た
。

静
岡
新
聞
社
　
荻
田
　
雅
宏

ア
ン
ジ
ー
・
ホ
ラ
ン

ポ
リ
テ
ィ
・
フ
ァ
ク
ト
編
集
長

▼
検
証
に
は
異
な
る
視
点
が
重
要

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
の
発
言
に「
フ
ァ

ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」の
矢
を
放
ち
続
け
る
事

実
関
係
の
検
証
サ
イ
ト「
ポ
リ
テ
ィ
・
フ

ァ
ク
ト
」。「
経
験
よ
り
、異
な
る
姿
勢（
の

記
者
が
い
る
こ
と
の
方
）が
重
要
だ
」と

い
う
女
性
編
集
者
の
静
か
な
言
葉
が
印
象

深
か
っ
た
。広
い
視
野
で
事
実
を
見
つ
け
、

冷
静
に
指
摘
す
る
―
。
フ
ロ
リ
ダ
州
の
地

方
紙
か
ら
派
生
し
て
１０
年
余
、
同
じ
方
向

を
向
い
た
者
同
士
の
議
論
で
は
検
証
に
な

ら
な
い
と
の
経
験
則
が
根
付
い
て
い
た
。

首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
を
地
下
鉄
で
移
動
し

続
け
た
５
日
間
、
話
を
聞
い
た
ど
の
メ
デ

ィ
ア
関
係
者
の
口
調
も
冷
静
だ
っ
た
。
海

外
か
ら
の
取
材
団
相
手
と
は
い
え
、
ア
ン

フ
ェ
ア
な
大
統
領
批
判
を
耳
に
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
熱
く
な
っ
た
対
象
に
、
ど

う
相
対
す
る
か
。
取
材
の
イ
ロ
ハ
を
か
み

し
め
つ
つ
、
衆
院
選
目
前
の
熱
気
の
中
に

帰
国
し
た
。信

濃
毎
日
新
聞
社
　
宮
坂
　
重
幸

ボ
ブ
・
デ
ィ
ー
ン
ズ

元
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
記
者
会
会
長

▼
「
暴
言
」
で
も
中
核
支
持
層
は
健
在

環
境
問
題
や
核
に
関
す
る
研
究
機
関

「
天
然
資
源
防
護
評
議
会
」で
戦
略
広
報

を
担
当
す
る
デ
ィ
ー
ン
ズ
氏
は
ク
リ
ン
ト

ン
、
ブ
ッ
シ
ュ
、
オ
バ
マ
歴
代
３
政
権
を

取
材
し
た
経
験
が
あ
る
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ

ス
記
者
会
会
長
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
こ

の
ベ
テ
ラ
ン
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
に
つ
い
て

「
と
に
か
く
異
例
尽
く
し
だ
。
客
観
的
事

実
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
」
と
話
す
。
　

デ
ィ
ー
ン
ズ
氏
が
特
に
問
題
視
す
る
の
は

「
ト
ラ
ン
プ
氏
が
何
を
言
お
う
と
彼
を
支

持
す
る
中
核
層
は
減
ら
な
い
。
い
ろ
い
ろ

な
情
報
源
か
ら
真
実
を
見
極
め
る
よ
り
、

１
人
の
男
の
言
葉
を
信
じ
る
方
が
楽
だ
か

ら
」と
い
う
点
だ
っ
た
。

米
国
の
分
断
は
大
統
領
選
後
、
さ
ら
に

進
ん
で
い
る
。
事
実
を
広
く
伝
え
る
と
い

う
報
道
機
関
の
仕
事
も
難
し
さ
を
増
し
て

い
る
こ
と
が
肌
身
に
感
じ
ら
れ
た
。

読
売
新
聞
社
　
大
内
　
佐
紀

テ
ッ
ド
・
ヨ
ー
ホ
ー

共
和
党
下
院
議
員

▼
北
朝
鮮
問
題
、
米
議
会
の
意
識
変
化

北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
問
題
は
こ
れ

ま
で
米
議
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は

あ
っ
て
も
中
東
情
勢
と
比
べ
る
と
議
員
た

ち
の
関
心
は
薄
か
っ
た
。
今
回
、
下
院
外

交
委
ア
ジ
ア
太
平
洋
小
委
員
会
の
ヨ
ー
ホ

ー
委
員
長
ら
と
面
会
し
、
明
ら
か
に
危
機

意
識
が
変
わ
っ
た
と
の
印
象
を
受
け
た
。

執
務
室
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
ワ
ニ
の

頭
蓋
骨
が
置
か
れ
、
ヨ
ー
ホ
ー
氏
は
南
国

フ
ロ
リ
ダ
選
出
ら
し
い
明
る
さ
で
出
迎
え

て
く
れ
た
が
、
会
見
に
な
る
と
一
転
し
て

厳
し
い
表
情
で
語
っ
た
。
取
材
団
の
質
問

も
北
朝
鮮
問
題
に
集
中
し
た
。
ヨ
ー
ホ
ー

氏
の「
過
去
の
政
権
で
は
レ
ッ
ド
ラ
イ
ン

は
見
え
な
い
イ
ン
ク
で
描
か
れ
て
い
た

が
、
い
ま
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
何
か
を
な

す
べ
き
だ
と
い
う
と
き
に
行
動
す
る
」と

の
言
葉
が
特
に
印
象
に
残
っ
た
。

産
経
新
聞
社
　
有
元
　
隆
志

@ワシントン（会見順）� 取材メモから　米国メディア取材 団
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ラ
イ
リ
ー
・
ウ
ォ
ル
タ
ー
ズ

へ
リ
テ
ー
ジ
財
団
リ
サ
ー
チ
・
ア
ソ

シ
エ
ー
ト

▼
ト
ラ
ン
プ
訪
中
、
最
初
で
最
後
か

「
１１
月
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
訪
中
は
、

た
ぶ
ん
最
初
で
最
後
の
訪
中
に
な
る
で
し

ょ
う
ね
」。
共
和
党
政
権
に
強
い
影
響
力

を
持
つ
ヘ
リ
テ
ー
ジ
財
団
の
、
３０
代
の
研

究
者
の
言
で
あ
る
。
北
朝
鮮
情
勢
を
巡
り

焦
点
と
な
っ
て
い
る
米
中
関
係
だ
が
、
取

材
で
関
係
者
ら
が
語
っ
た
見
通
し
は
、
明

る
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
別
の
メ
デ
ィ

ア
幹
部
は「
ト
ラ
ン
プ
は
対
中
関
係
の
本

当
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
な
い
。
中
国

か
ら
何
か
を
引
き
出
す
の
は
難
し
い
」と

も
指
摘
。

「
最
終
的
に
、北
朝
鮮
を
事
実
上
の
核
保

有
国
と
し
て
認
め
る
こ
と
に
な
る
か
も
し

プ
政
権
の
対
応
が
増
幅
し
て
い
る
現
状
を

感
じ
た
。
１１
月
の
ア
ジ
ア
歴
訪
で
問
題
解

決
の
糸
口
は
見
つ
か
る
の
だ
ろ
う
か
。

日
本
テ
レ
ビ
　
渡
邊
　
翔

キ
ャ
メ
ロ
ン
・
バ
ー

ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
編
集
局
長

▼
最
新
で
最
古
の
メ
デ
ィ
ア
目
指
す

同
紙
の
真
新
し
い
編
集
フ
ロ
ア
に
は
、

か
つ
て
の
社
主
ユ
ー
ジ
ン=

メ
イ
ヤ
ー
が

掲
げ
た「
真
実
を
伝
え
よ
」の
文
字
が
刻

ま
れ
て
い
た
。
１
０
０
年
経
っ
て
も
変
わ

ら
な
い
も
の
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
取
材
団

に
編
集
会
議
ま
で
同
席
を
許
し
て
く
れ
た

の
も
、
何
よ
り
真
実
を
追
い
求
め
る
彼
ら

の
自
信
と
誇
り
の
表
れ
で
も
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
。

い
ま
同
紙
は
変
化
の
真
っ
た
だ
中
に
あ

る
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
と
の
緊
張
関
係
。

ダ
ニ
エ
ル
・
リ
ッ
プ
マ
ン

ポ
リ
テ
ィ
コ
記
者

▼
紙
媒
体
の
将
来
像
に
衝
撃

紙
媒
体
の
将
来
像
を
こ
れ
ほ
ど
考
え
さ

せ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
。「
プ
リ
ン
ト
フ

ァ
ー
ス
ト
か
ら
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
へ

変
化
で
き
な
け
れ
ば
、
数
年
後
に
は（
そ

の
会
社
は
）な
く
な
る
」。
政
治
専
門
サ
イ

ト「
ポ
リ
テ
ィ
コ
」の
記
者（
27
歳
！
）の

ひ
と
言
に
、
正
直
、
頭
を
ぶ
っ
た
た
か
れ

た
よ
う
な
気
が
し
た
。

１０
年
前
に
３5
人
で
創
設
さ
れ
た
同
社
。

そ
れ
が
５
０
０
人
の
記
者
を
抱
え
る
会
社

に
成
長
し
て
い
る
事
実
が
物
語
る
の
は
、

米
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
、も
は
や「
紙
」は

中
心
的
な
存
在
で
は
な
い
と
い
う
現
実
だ
。

米
国
の
状
況
が
全
て
日
本
に
当
て
は
ま

る
と
は
思
わ
な
い
。
だ
が
、
若
い
世
代
の

日
常
か
ら「
紙
の
新
聞
」は
確
か
に
消
え

つ
つ
あ
る
。
激
変
の
時
代
を
ど
う
生
き
残

る
か
、
そ
し
て
地
方
紙
は
―
。
米
国
訪
問

を
終
え
て
も
、
ず
ー
ん
と
し
た
重
み
が
消

え
な
い
。

�

北
海
道
新
聞
社
　
平
畑
　
功
一

ク
レ
ッ
グ
・
ハ
イ
ン
ズ

元
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
・
ク
ロ
ニ
ク
ル

ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
長

▼
変
化
の
速
度
、
予
想
よ
り
早
か
っ
た

１
９
６
０
年
代
か
ら
半
世
紀
に
わ
た
っ

て
米
政
界
の
取
材
を
続
け
て
き
た
同
紙
元

ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
長
の
ハ
イ
ン
ズ
氏

（
72
）は
最
近
、
購
読
し
て
い
た
３
紙
の
う

ち
２
紙
を
宅
配
か
ら
電
子
版
に
切
り
替
え

た
。「
メ
デ
ィ
ア
の
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
は

予
想
よ
り
３
年
早
か
っ
た
」と
言
い
、
複

数
の
新
興
オ
ン
ラ
イ
ン
・
メ
デ
ィ
ア
の
読

み
比
べ
も
欠
か
さ
な
い
。

デ
ジ
タ
ル
化
や
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
登

場
で
激
動
す
る
米
メ
デ
ィ
ア
界
。
新
聞
・

テ
レ
ビ
な
ど「
古
い
メ
デ
ィ
ア
」が
生
き

残
り
を
模
索
す
る
中
、
27
歳
の
気
鋭
の
オ

ン
ラ
イ
ン
記
者
か
ら
、
意
外
な
成
功
の

「
秘
訣
」を
聞
い
た
。「
最
高
の
記
者
を
雇

い
、
記
者
が
ス
ク
ー
プ
の
た
め
に
多
く
の

情
報
源
を
持
つ
こ
と
」。
形
態
は
変
わ
っ

て
も
、
記
者
の
本
分
は
不
変
だ
と
、
少
し

だ
け
勇
気
づ
け
ら
れ
た
。

読
売
新
聞
社
　
五
十
嵐
　
文

ワシントン・ポスト編集局でバー編集局長から説
明を受ける

米 国メディア取材団　取材メモから

れ
な
い
。
そ
う

な
れ
ば
、
３０
年

後
に
日
本
に
核

を
再
配
備
す
る

可
能
性
も
あ
る

だ
ろ
う
」と
未

来
を
予
言
し

た
。取

材
を
通

じ
、
ア
メ
リ
カ

国
内
に
広
が
る

北
朝
鮮
へ
の
不

安
を
、
ト
ラ
ン

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
問
題
。

オ
ン
ラ
イ
ン
・
メ
デ
ィ
ア
へ

の
シ
フ
ト
。
バ
ー
編
集
局
長

は
こ
う
語
っ
た
。「
わ
れ
わ

れ
は
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
の
中

で
最
も
新
し
く
、
古
い
メ
デ

ィ
ア
の
中
で
最
も
古
く
あ
り

た
い
」。
ト
ラ
ン
プ
時
代
を

生
き
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た

ち
は
、
し
ぶ
と
く
、
し
た
た

か
で
、信
念
に
満
ち
て
い
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
　
髙
橋
　
祐
介

オンラインニュース「ポリティコ」のリップマン記者
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ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー

ナ
ル
・
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局

▼
モ
バ
イ
ル
向
け
映
像
に
傾
注

世
界
最
大
規
模
の
経
済
新
聞
、
同
紙
で

今
、
ト
ッ
プ
記
事
の
5０
％
以
上
を
手
が
け

る
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
。
そ
の
最
前
線
支
局

が
い
ま
傾
注
し
て
い
る
の
が
、
な
ん
と
映

像
制
作
だ
と
い
う
。
狙
い
は
モ
バ
イ
ル
用

コ
ン
テ
ン
ツ
の
差
別
化
。
支
局
内
に
も
撮

影
ス
タ
ジ
オ
や
ノ
ン
リ
ニ
ア
編
集
機
が
並

ぶ
。
中
身
も
平
凡
で
は
な
い
。
机
に
並
べ

た
カ
ラ
フ
ル
な
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
で
記
者
が

「
税
制
」を
解
説
。
遊
び
心
が
伝
わ
っ
て

く
る
。
新
し
い
伝
え
方
で「
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
に
と
っ
て
黄
金
の
素
晴
ら
し
い
時
代

を
切
り
拓
い
て
い
る
」と
目
を
輝
か
す
。

テ
レ
ビ
制
作
者
と
し
て
、
新
時
代
へ
の
危

機
感
と
と
も
に
、「
勇
気
を
も
っ
て
進
め
」

と
エ
ー
ル
も
も
ら
っ
た
訪
米
と
な
っ
た
。

�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
　
川
瀬
　
正
裕

コ
リ
ー
ン
・
ハ
ナ
ブ
サ

民
主
党
下
院
議
員

▼
メ
デ
ィ
ア
を
攻
撃
し
な
が
ら
利
用

日
系
４
世
の
ハ
ナ
ブ
サ
議
員
は
、
来
年

の
ハ
ワ
イ
州
知
事
選
に
立
候
補
を
表
明
し

た
ば
か
り
。

大
統
領
の
メ
デ
ィ
ア
対
策
に
つ
い
て「
批

判
さ
れ
て
も
報
道
さ
れ
な
い
よ
り
マ
シ
、

と
い
う
の
が
彼
の
流
儀
。
メ
デ
ィ
ア
を
攻
撃

し
な
が
ら
メ
デ
ィ
ア
を
う
ま
く
使
っ
て
い

る
」と
指
摘
し
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス

ト
記
者
も「
ト
ラ
ン
プ
は
大
統
領
専
用
機

で
時
々
、
記
者
席
に
や
っ
て
き
て
オ
ン
レ

コ
で
話
し
て
く
れ
る
。
オ
バ
マ
は
い
つ
も

オ
フ
レ
コ
だ
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
は
あ
る
意

味
で
取
材
し
や
す
い
」と
話
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
複
数
の
識
者
が
、
米
国
の

内
部
対
立
の
説
明
で
、
社
会
的
諸
集
団
を

「tribe

（
部
族
）」と
表
現
し
て
い
た
こ
と

が
気
に
な
っ
た
。

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
　
土
生
　
修
一

ピ
ュ
ー
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

▼
世
論
調
査
が
裏
付
け
る
分
断

米
国
社
会
の
分
断
。
世
論
調
査
も
そ
れ

を
裏
付
け
る
。「（
今
年
７
月
の
調
査
で
）

共
和
党
支
持
者
の
49
％
、
民
主
党
支
持
者

の
１１
％
が
国
の
現
状
に
満
足
と
回
答
。
大

統
領
が
共
和
党
だ
か
ら
と
い
う
面
も
あ
る

が
、
貿
易
、
核
、
移
民
な
ど
の
政
策
で
は

支
持
政
党
別
の
評
価
は
さ
ら
に
乖
離
す

る
」（
ス
ト
ー
ク
ス
氏
）。
メ
デ
ィ
ア
関
連

で
も
同
じ
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
権
力
監
視

機
能
を
果
た
し
て
い
る
か
の
問
い
に
、
民

主
党
支
持
者
で
89
％
、
共
和
党
支
持
者
で

は
42
％
が
そ
う
思
う
と
答
え
た
。「
こ
れ

ほ
ど
の
差
は
85
年
に
調
査
を
始
め
て
以
来

初
め
て
。
１
年
前
は
双
方
と
も
7０
％
台
で

差
が
な
か
っ
た
」（
ミ
ッ
チ
ェ
ル
氏
）。
世

論
を
両
極
に
揺
ら
す
大
統
領
と
の
付
き
合

い
は
続
く
。

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
　
石
川
　
洋

ト
ム
・
ロ
ー
ゼ
ン
ス
テ
ィ
ー
ル

ア
メ
リ
カ
ン
・
プ
レ
ス
・
イ
ン
ス
テ
ィ

テ
ュ
ー
ト
代
表
理
事

▼
「
読
者
中
心
」
の
メ
デ
ィ
ア
へ

『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
原
則
』共
著
者

の
ロ
ー
ゼ
ン
ス
テ
ィ
ー
ル
氏
と
の
会
合

は
、
旅
の
締
め
く
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
も

の
だ
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
の
今
後
を
巡
る
議

論
で
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
が
、
一
見
当

た
り
前
の「
読
者
中
心
」と
の
考
え
方
だ
。

「
メ
デ
ィ
ア
が
読
者
に
無
条
件
の
信
頼
を

求
め
る
時
代
は
終
わ
り
、
読
者
が
メ
デ
ィ

ア
に
信
頼
の
根
拠
を
求
め
る
時
代
に
な
っ

た
」と
の
指
摘
に
は
、
は
っ
と
さ
せ
ら
れ

た
。今

回
の
旅
で
は
米
メ
デ
ィ
ア
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
速
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
地
方
紙
を
巡

る
厳
し
い
見
通
し
に
は
暗
い
気
持
ち
に
も

な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
地
方
紙
の
強
み
は

地
域
や
読
者
と
の
近
さ
だ
ろ
う
。
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
や
読
者
、
地
域
と
の
協
働
と
い
う

氏
の
提
言
を
、
し
っ
か
り
消
化
し
て
い
き

た
い
。

�

中
国
新
聞
社
　
明
知
　
隼
二

通
訳
と
し
て
参
加
し
て

▼
記
者
の
質
問
力
の
大
切
さ
実
感

ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
や
ウ
ォ
ー
ル
・

ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、
そ
し
て
新

聞
記
者
の
Ｏ
Ｂ
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
感
じ
た
の
は
、
日
米
と
国
は
異
な
っ
て

　取材メモから　米国メディア取材 団

取
材
団
余
話

ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
訪
問
時
に
耳

に
し
た
話
。
１
９
７
１
年
、
同
紙
が
ペ
ン

タ
ゴ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
ズ（
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

に
関
す
る
極
秘
報
告
書
）を
入
手
し
、
報

道
に
い
た
っ
た
経
緯
を
描
く
ハ
リ
ウ
ッ
ド

映
画「T

he�Post

」が
今
冬
、
封
切
ら
れ

る
予
定
だ
と
い
う
。社
主
の
キ
ャ
サ
リ
ン
・

グ
ラ
ハ
ム
を
メ
リ
ル
・
ス
ト
リ
ー
プ
が
、

編
集
主
幹
の
ベ
ン
・
ブ
ラ
ッ
ド
リ
ー
を
ト

ム
・
ハ
ン
ク
ス
が
演
じ
る
。
監
督
は
ス
テ

ィ
ー
ブ
ン
・
ス
ピ
ル
バ
ー
グ
。
ハ
リ
ウ
ッ

ド
対
現
政
権
の
新
た
な
火
種
に
な
る
か
。

も
、
記
者
は
い
い
質
問
を
す
る
た
め
に
努

力
し
、
そ
し
て
努
力
す
る
記
者
を
評
価
す

る
と
い
う
点
だ
。
杉
田
団
長
を
は
じ
め
、

参
加
者
か
ら
間
髪
を
入
れ
ず
、
鋭
い
、
ス

ト
レ
ー
ト
な
質
問
が
時
間
い
っ
ぱ
い
相
次

ぎ
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
先
が
言
葉
を
選
び
な

が
ら
答
え
る
緊
張
感
は
、
ド
ラ
マ
や
映
画

で
は
絶
対
に
再
現
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

一
方
で
米
国
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
は「
番

犬（
転
じ
て
権
力
の
監
視
役
）」と
い
う
役

割
に
対
す
る
自
覚
・
自
負
が
日
本
よ
り
も

非
常
に
強
い
の
を
痛
感
し
た
。
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
の
台
頭
に
対
策
を
練
る「
守

り
」だ
け
で
な
く
、
現
政
権
や
政
治
家
な

ど
権
力
の
監
視
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
こ

う
と
い
う
気
概
に
勇
気
づ
け
ら
れ
た
。

在
米
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
津
山
　
恵
子
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１０ 月のクラブゲスト� ⃝ゲスト全員の会見リポートはクラブのウェブサイトで読めます⃝

イェンス・ストルテンベルグ　NATO事務総長

　ノルウェーの首相を2度務めた
ベテラン政治家で14年3月から現
職。安倍首相らと会談し北朝鮮制
裁履行の重要性などを確認。「今
のNATOは欧米以外の地域やサ
イバー攻撃などグローバルな新課
題にも取り組んでいる。日本との
協力関係も強化していきたい」

■10・31（火）記者会見／司会：土生修一専務理事／通訳：原
不二子、戸田なおみ／出席：65人

ブルース・ストークス　 
ピュー・リサーチセンター国際経済世論調査部ディレクター

　38カ国で実施した意識調査の結
果（10・17発表）では、米国への
好感度や米政権への信頼度は日本
を含め西欧諸国で急降下してい
た。「ただし、日本では若者層が
高齢者層よりもトランプ大統領の
指導力やカリスマ性を好意的にと
らえている」と指摘した。

■10・19（木）「トランプ政権と米国の行方」⑪／司会：杉田弘
毅委員／通訳：宇尾真理子／出席：58人

髙
たか

島
しま

　宏
こう

平
へい

　オイシックスドット大地
代表取締役社長　　　　

　外資系コンサルタント会社を経
て20代で有機野菜宅配業を起業し
同分野で最大手に。10月には経営
統合で販売路線を強化。「食の社会
問題をビジネスで解決する」「『安
心・安全・時短』が時代のニーズ」。
買い物難民対象の移動販売も開
始、中国での事業拡大も視野に。

■10・23（月）「チェンジ・メーカーズに聞く」㉓／司会：山崎
浩志委員／出席：38人

ウォルター・ローマン　ヘリテージ財団　　　
アジア研究センター長

　米保守系シンクタンク幹部。「ト
ランプ大統領は南シナ海の『航海
の自由作戦』にも積極的で日米同
盟の戦略的価値も理解している。
国際政治での人権の価値もわかっ
ており心配ない」「懸念は貿易関
係。TPPの代替案がなく、先行き
は楽観できない」

■10・27（金）「トランプ政権と米国の行方」⑫／司会：土生修
一専務理事／通訳：森岡幹予／出席：45人

モナ・マクラム・オベイド　カイロ・　　　　　
アメリカン大学教授

　政治活動歴もある政治学教授。
「エジプトのムスリム同胞団系政
権を軍が倒した13年の政変はクー
デターではなく国民による弾劾」
と説明。「軍出身のシシ政権は経
済的には成果をあげたが、政治的
には野党もなく言論の自由も抑圧
しており民主化への課題はある」

■10・10（火）「革命後のエジプトの挑戦と政治体制の行方」／
司会：出川展恒委員／通訳：西村好美／出席：30人

アーメッド・アブターレブ　オランダ・　　　
ロッテルダム市長

　欧州主要都市で初のイスラム教
徒の市長。自身はモロッコからの
移民。174国籍もの市民を抱える
同市は、多くの外国人を市民とし
て受け入れる政策を提唱している。
「受け入れた以上、平等に扱う。た
だオランダ社会への融合を拒否す
る場合は他国に行った方がよい」

■10・11（水）記者会見／司会：ヴィーラント・ワーグナー委
員／通訳：西村好美／出席：31人／会見詳録

アムノン・シャシュア　モービルアイ会長・CTO

■10・10（火）「チェンジ・メーカーズに聞く」㉒／司会：安井
孝之委員／通訳：吉國ゆり／出席：48人

ローラン・ピック　駐日フランス大使

■10・13（金）昼食会／司会：鶴原徹也委員／通訳：三宅薫子
／出席：48人

丹
に

羽
わ

　宇
う

一
いち

郎
ろう

　元中国大使／日中友好協会会長

■10・20（金）著者と語る『戦争の大問題』／司会：川村晃司委
員／出席：44人

松
まつ

本
もと

　正
まさ

生
お

　埼玉大学教授

■10・26（木）「総選挙後の日本　民意を読む」／司会：山田惠
資委員／出席：75人

エドゥアルド・フレイ・ルイス・タグレ　 
チリ元大統領・アジア太平洋担当特命大使（右）

パウリーナ・ナサル　外務省国際経済局長（中央）

カルロス・アルバレス　チリ海外投資促進庁長官

　日本チリ外交関係樹立
120周年、EPA発効10周年
と今年は節目の年。経済
貿易関係の強化を訴え
る。TPP11については
「従来の合意を更新し高
水準にする。11月のAPEC

首脳会議で結果が出るのを期待する」（フレイ氏）。
日本は対チリ直接投資額で首位という。「鉱業や農
業だけでなく情報産業などにも目を向けてほしい。
そのためアジア初の投資促進事務所を東京に開設
した」（アルバレス氏）。
■10・18（水）記者会見／司会：播摩卓士委員／通訳：丸山啓
子／出席：38人

印
象
に
残
っ
た
一
言

▼「（
北
朝
鮮
問
題
関
連
で
）強
い

者
が
引
か
な
い
と
喧
嘩
は
収
ま
ら

な
い
」丹
羽
宇
一
郎
さ
ん

▼「
ム
バ
ラ
ク
時
代
は
30
年
間
寝

て
い
て
も
エ
ジ
プ
ト
政
治
に
何
の

変
化
も
な
か
っ
た
が
、
今
は
30
分

間
で
大
変
化
し
て
い
る
」モ
ナ
・

マ
ク
ラ
ム
・
オ
ベ
イ
ド
さ
ん

▼「
ヤ
ン
キ
ー
ス
の
大
フ
ァ
ン
で

す
。
昨
日
の
試
合
は
マ
ー
君
の
お

か
げ
で
勝
て
た
。
あ
り
が
と
う
」

ブ
ル
ー
ス
・
ス
ト
ー
ク
ス
さ
ん

下記のゲストの会見リポートは
８～9ページに掲載しています

https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34914/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34908/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34944/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34939/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34941/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34897/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34909/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34901/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34927/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34951/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34959/report
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日本記者クラブチャンネルで会見動画を見ることができます� 会見リポー ト

　
中
東
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
と
呼
ば
れ
る

イ
ス
ラ
エ
ル
の
企
業「
モ
ー
ビ
ル
ア
イ
」

は
、
車
載
カ
メ
ラ
用
画
像
解
析
チ
ッ
プ
を

手
が
け
る
。
日
本
で
の
知
名
度
は
さ
ほ
ど

高
く
な
い
が
、
日
産
自
動
車
の
自
動
運
転

機
能「
プ
ロ
パ
イ
ロ
ッ
ト
」の
黒
子
と
し

て
、
同
社
の
チ
ッ
プ
が
活
躍
し
て
い
る
。

独
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
や
米
ゼ
ネ
ラ
ル

モ
ー
タ
ー
ズ
な
ど
と
も
技
術
提
携
を
結
ん

で
お
り
、
シ
ャ
シ
ュ
ア
会
長
は
自
動
運
転

分
野
で
の
世
界
的
な
キ
ー
マ
ン
の
１
人
と

い
え
る
。

　
会
見
で
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
技
術
者
ら

し
く
、
ヒ
ト
が
介
入
し
な
い
完
全
自
動
運

転
の
実
現
へ
の
課
題
を
理
知
的
か
つ
具
体

的
に
解
説
し
て
く
れ
た
。
特
に
印
象
的
だ

っ
た
の
は「
１
０
０
０
分
の
１
」と
い
う

テ
ー
マ
だ
。

　
シ
ャ
シ
ュ
ア
会
長
に
よ
る
と
、
１
時
間

米
国
で
は
年
間
約
３
万
５
０
０
０
人
が
交

通
事
故
で
死
亡
す
る
。
完
全
自
動
運
転
で

は
事
故
責
任
は
ク
ル
マ
側
に
あ
る
。
年
間

３
万
５
０
０
０
人
が
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）の

判
断
に
よ
り
死
亡
す
る
こ
と
は
社
会
的
に

許
容
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。「
許
さ
れ
る
ラ

イ
ン
は
数
十
人
。
つ
ま
り
、
１
時
間
あ
た

り
の
死
亡
確
率
を
現
状
よ
り
も
１
０
０
０

分
の
１
引
き
下
げ
、
10
の
マ
イ
ナ
ス
９
乗

（
10
億
分
の
１
）に
す
る
必
要
が
あ
る
」と

い
う
わ
け
だ
。

　
こ
れ
を
可
能
に
す
る
の
が
高
精
細
地
図

だ
と
断
言
し
た
。
障
害
物
や
交
通
標
識
も

明
示
さ
れ
た
地
図
を
使
っ
て
先
を
読
む
機

能
を
補
完
す
る
わ
け
だ
。
自
動
運
転
の
社

会
受
容
性
は
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の

関
係
者
も
指
摘
し
て
い
る
課
題
だ
。
シ
ャ

シ
ュ
ア
会
長
と
の
違
い
は「
１
０
０
０
分

の
１
」と
い
う
明
確
な
基
準
を
示
し
て
い

る
か
ど
う
か
、
と
い
う
点
だ
ろ
う
。

　
日
本
の
関
係
者
が
し
ば
し
ば
口
に
す
る

「
死
亡
事
故
ゼ
ロ
」と
い
う
自
動
運
転
で
の

目
標
は
、
ま
だ
実
現
の
可
能
性
が
見
え
て

い
な
い
お
題
目
の
よ
う
に
も
聞
こ
え
る
。

裏
返
せ
ば「
自
動
運
転
を
積
極
的
に
市
場

投
入
し
な
い
理
由
」と
取
れ
な
く
も
な
い
。

こ
の
違
い
は
自
動
運
転
で
の
出
遅
れ
に
つ

な
が
る
か
、
は
た
ま
た
日
本
車
の
信
頼
性

を
高
め
る
結
果
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
日
経
Ｂ
Ｐ
社
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
編
集
部

寺
岡
　
篤
志

り
抜
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
先
頭
に
立
つ

べ
き
は
フ
ラ
ン
ス
で
あ
り
、欧
州
で
あ
り
、

日
本
で
あ
る
。

　
4
．従
っ
て
、
日
仏
・
日
欧
は
関
係
を

さ
ら
に
強
化
す
べ
き
だ
。
２
０
１
８
年
は

日
仏
修
好
通
商
条
約
調
印
１
６
０
年
に
あ

た
り
、
２
０
１
９
年
は
日
本
が
Ｇ
20
、
フ

ラ
ン
ス
が
Ｇ
７
の
議
長
を
務
め
る
。
日
仏

協
力
が
重
要
に
な
る
。

　
5
．米
国
に
つ
い
て
は
、
国
際
的
枠
組

み
に
復
帰
す
る
よ
う
、
促
し
続
け
る
必
要

が
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
ピ
ッ
ク
大
使
の
説
法
が
一
段

落
し
た
時
、
会
場
か
ら
質
問
が
出
る（
こ

れ
も
我
流
の
引
用
に
な
る
）。

　「
と
こ
ろ
で
、
お
国
の
マ
ク
ロ
ン
政
権

は
大
丈
夫
で
す
か
？ 

支
持
率
が
急
落
し

て
ま
す
が
」

　
ピ
ッ
ク
大
使
の
回
答
を
一
言
で
要
約
す

れ
ば
、「
大
丈
夫
で
す
」。

　
な
ぜ
な
ら
、
支
持
率
の
多
寡
は
政
権
能

力
の
優
劣
と
一
致
し
な
い
。
マ
ク
ロ
ン
政

権
は
公
約
通
り
、
労
働
市
場
改
革
に
着
手

し
た
。
国
民
の
多
く
は
身
を
切
る
改
革
の

必
要
性
を
認
め
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
政

治
制
度
は
安
定
し
て
お
り
、
時
間
は
稼
げ

る
。
後
は
成
長
率
の
好
転
と
高
失
業
の
解

消
を
待
つ
ば
か
り
だ
―
―
。

　
ピ
ッ
ク
大
使
は
、
ほ
ほ
笑
ん
だ
。

　
企
画
委
員
　
読
売
新
聞
社
編
集
委
員

　
鶴
原
　
徹
也

本
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
理
路
整
然
と
伝
え

た
。

　
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
我
流
に
翻
訳
す
れ

ば
、
こ
ん
な
内
容
に
な
る
。

　
１
．北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
問
題
や

テ
ロ
、
地
球
温
暖
化
な
ど
、
今
日
わ
れ
わ

れ
が
直
面
し
て
い
る
問
題
は
、
ひ
と
つ
の

国
で
は
な
く
、
国
々
が
協
力
、
連
帯
し
な

け
れ
ば
対
処
で
き
な
い
。

　
２
．と
こ
ろ
が
、
ト
ラ
ン
プ
米
政
権
は

自
由
貿
易
や
温
暖
化
対
策
な
ど
の
国
際
的

枠
組
み
を
否
定
し
、
一
国
主
義
に
傾
い
て

い
る
。
パ
リ
に
本
部
の
あ
る
ユ
ネ
ス
コ
を

脱
退
す
る
と
い
う
の
も
一
例
だ
。

　
３
．世
界
を
秩
序
立
て
て
運
営
す
る
に

は
、
国
際
協
力
体
制
・
多
国
間
主
義
を
守

の
ヒ
ト
の
運
転
で

死
亡
事
故
が
起
き

る
可
能
性
は
10
の

マ
イ
ナ
ス
６
乗

（
１
０
０
万
分
の

１
）。
こ
の
結
果
、

　
飾
ら
な
い
人

柄
の
仕
事
師
―
。

着
任
４
カ
月
の

ピ
ッ
ク
大
使
の

印
象
だ
。
そ
の

語
り
口
は
韻
文

的
で
は
な
く
散

文
的
だ
。
昼
食

会
で
、
マ
ク
ロ

ン
仏
政
権
の
日

ア
ム
ノ
ン
・
シ
ャ
シ
ュ
ア
　

モ
ー
ビ
ル
ア
イ
会
長
兼
Ｃ
Ｔ
Ｏ（
最
高
技
術
責
任
者
）

自
動
運
転
実
現

事
故
死
亡
率
１
０
０
０
分
の
１
が
カ
ギ

ロ
ー
ラ
ン
・
ピ
ッ
ク
　

駐
日
フ
ラ
ン
ス
大
使

日
仏
関
係
の
重
み
理
路
整
然
と
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40
年
ほ
ど
前
、
わ
ざ
わ
ざ
終
着
駅
の
あ

る
郊
外
に
家
を
構
え
た
の
は
、
座
っ
て
本

を
読
む
時
間
を
捻
出
す
る
た
め
だ
っ
た
。

２
０
１
０
年
、
民
間
出
身
で
は
初
の
中
国

大
使
に
就
任
、
日
中
友
好
協
会
会
長
を
務

め
る
今
も
、
始
発
駅
か
ら
の
１
時
間
の
読

　「
選
挙
の
風
」が
定
ま
ら
ず
、
投
開
票

日
は
超
大
型
台
風
直
撃
と
い
う
想
定
外
だ

ら
け
の
第
48
回
衆
院
選
は
、
自
民
圧
勝
・

与
党
３
１
３
議
席
と
い
う「
何
も
変
わ
ら

な
い
拍
子
抜
け
の
結
末
」に
終
わ
っ
た
。

　
ク
ラ
ブ
で
の
選
挙
結
果
分
析
会
見
が
７

も
あ
る
非
合
理
な
存
在
。
そ
の
人
間
を
愚

か
に
す
る
戦
争
の
真
実
か
ら
目
を
覆
っ
て

は
い
け
な
い
」

　
世
界
の
指
導
者
の
多
く
に
戦
争
体
験
が

な
く
、
戦
争
を
格
好
い
い
と
思
い
こ
ん
で

い
る
若
い
世
代
が
い
る
こ
と
に
危
機
感
を

覚
え
る
。「
私
た
ち
日
本
人
に
は
原
爆
の

惨
禍
を
知
っ
て
い
る
人
も
い
る
。
戦
争
の

悲
惨
な
事
実
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
こ

の
本
を
書
き
ま
し
た
」

　
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
を
巡
り

米
朝
対
立
が
激
化
し
て
い
る
こ
と
を
懸
念

し
て
い
る
。
最
大
の
心
配
は
、
金
正
恩
体

制
下
の
北
の
指
導
層
と
対
話
の
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
持
っ
て
い
る
国
が
少
な
い
こ
と
だ
。

「
力
で
圧
力
を
か
け
て
ご
め
ん
な
さ
い
と

い
う
国
は
な
い
し
、
力
ず
く
で
頭
を
下
げ

ろ
と
い
う
の
は
子
ど
も
の
喧
嘩
。
窮
鼠
猫

を
噛
む
、
で
は
な
い
が
、
戦
前
に
ア
メ
リ

カ
が
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
で
日
本
を
追
い
込
み
、

戦
争
に
な
っ
た
よ
う
に
、
力
で
北
朝
鮮
を

追
い
つ
め
る〝
出
口
な
き
戦
略
〟は
暴
発

を
生
む
可
能
性
が
あ
る
」と
憂
慮
し
た
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
も
外
交
も
基
本
は「
信
頼
関

係
」と
い
う
丹
羽
さ
ん
は
、
本
書
を
は
じ

め
著
書
の
印
税
を
、
中
国
か
ら
日
本
に
来

る
私
費
留
学
生
の
奨
学
金
と
し
て
全
額
寄

付
し
て
い
る
。
本
の
出
版
は
、
隣
国
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
づ
く
り
の
た
め
で
も

あ
る
の
だ
。

読
売
新
聞
社
編
集
委
員
　
鵜
飼
　
哲
夫

不
支
持
６
割
」だ
っ
た
が
、「
結
局
、
自

民
党
に
は
入
れ
る
け
ど
、
安
倍
さ
ん
に
は

ク
ギ
を
刺
し
た
い
」と
の
思
い
で
投
票
し

た
結
果
で
は
、
と
読
み
解
い
た
。

　
一
方
、
投
票
年
齢
引
き
下
げ
で
有
権
者

と
な
っ
た
未
成
年
の
投
票
率
で
、
初
投
票

の
18
歳
組
を
２
度
目
の
19
歳
組
が
約
２
割

も
下
回
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県

内
で
の
独
自
の「
出
口
調
査
」結
果
も
踏

ま
え
て
、「
18
歳
は
、『
と
に
か
く
１
回
は

行
っ
た
よ
』と
い
う〝
記
念
投
票
〟だ
っ
た

の
で
は
」と
の
見
方
を
示
し
た
。

　
さ
ら
に
松
本
氏
は
、「
政
治
家
は
信
用

で
き
な
い
、
が
５
割
以
上
」と
の
中
高
生

の
意
識
調
査
を
挙
げ
、
18
歳
か
ら
29
歳
ま

で
の
若
年
層
が
高
年
齢
層
よ
り「
自
民
支

持
が
多
い
」と
の
世
論
調
査
結
果
が
出
て

い
る
点
に
つ
い
て
も
、「
若
者
が
こ
の
ま

ま
で
い
い
と
考
え
た
結
果
と
は
言
い
切
れ

な
い
」と
疑
問
を
呈
し
た
。

　
大
手
メ
デ
ィ
ア
各
社
が
選
挙
ご
と
に
全

国
世
論
調
査
を
実
施
す
る
現
状
に
つ
い
て

松
本
氏
は
、
ス
マ
ホ
の
急
速
な
普
及
な
ど

か
ら「
い
つ
ま
で
続
け
ら
れ
る
の
か
」と

不
安
視
す
る
一
方
、
各
社
が
定
期
的
に
実

施
し
て
い
る
内
閣
支
持
率
調
査
は「
一
番

客
観
的
数
字
」と
評
価
し
た
。さ
ら
に
、「
世

論
調
査
は
ま
だ
ま
だ
意
味
が
あ
る
」と
し

な
が
ら
も「
メ
デ
イ
ア
の
側
の
世
論
形
成

力
が
落
ち
て
い
る
」と
苦
言
も
呈
し
た
。

時
事
通
信
出
身
　
泉
　
宏

メ
リ
カ
駐
在
時
代
、
穀
物
相
場
の
現
場
を

歩
い
た
経
験
か
ら
よ
く
知
っ
て
い
る
。
だ

か
ら
こ
そ
自
分
が
本
を
書
く
と
き
に
も
取

材
す
る
。

　
戦
後
72
年
目
の
こ
の
夏
出
版
し
た『
戦

争
の
大
問
題
』（
東
洋
経
済
新
報
社
）で
は

戦
争
体
験
者
、
軍
事
専
門
家
に
聞
い
て
歩

き
、
い
か
に
戦
争
が
人
間
性
を
狂
わ
せ
る

か
を
事
実
で
示
し
た
。「
人
間
は
動
物
的

で
賢
く
も
あ
れ
ば
、
鬼
や
邪
に
な
る
こ
と

の
、
と
結
論
付
け
た
。

　
突
然
の
解
散
・
総
選
挙
は
、「
今
し
か

な
い
」と
仕
掛
け
た
首
相
と
、「
チ
ャ
ン

ス
到
来
」と
希
望
の
党
を
旗
揚
げ
し
た
小

池
百
合
子
東
京
都
知
事
の
２
人
が〝
主

役
〟だ
っ
た
が
、
首
相
が
笑
い
、
小
池
氏

が
泣
い
た
。

　
松
本
氏
は
全
国
の
選
挙
戦
を「『
希
望
』

っ
て
ど
こ
の
話
？
だ
っ
た
」と
指
摘
し
、

有
権
者
は「
お
お
む
ね
安
倍
支
持
４
割
、

書
が「
極
上
で

す
」と
い
う
活

字
の
虫
は
、
新

聞
も
丹
念
に
読

む
。
１
つ
の
記

事
を
書
く
た
め

に
記
者
が
い
か

に
足
を
使
っ
て

い
る
か
は
、
伊

藤
忠
商
事
の
ア

度
目
の
松
本
氏

は
今
回
の
国
民

の
審
判
を
、
長

期
化
す
る
安
倍

晋
三
首
相
に
よ

る〝
１
強
政
治
〟

に
対
す
る
有
権

者
の「
四
分
六

分
感
覚
」が
も

た
ら
し
た
も

丹
羽

　宇
一
郎
　

元
中
国
大
使
・
日
中
友
好
協
会
会
長

悲
惨
な
戦
争
の
事
実
知
る
べ
き

松
本

　正
生
　
埼
玉
大
学
教
授

“
安
倍
１
強
”
に

「
四
分
六
分
」
感
覚
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■
深
ま
ら
な
い
議
論

　
こ
れ
ほ
ど
異
例
ず
く
め
の
衆
院
選
も
経

験
が
な
か
っ
た
。
意
図
が
あ
ま
り
に
あ
か

ら
さ
ま
な
解
散
、
準
備
不
足
で
周
章
狼
狽

す
る
野
党
、
に
わ
か
仕
込
み
の
新
党
結
成

と「
当
選
フ
ァ
ー
ス
ト
」で
右
往
左
往
す

る
候
補
者
…
…
。
挙
げ
れ
ば
切
り
が
な
い

ほ
ど
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
い
つ
に
も

増
し
て
、
ど
ん
な
覚
悟
で
、
い
か
な
る
政

策
で
選
挙
に
臨
も
う
と
し
て
い
る
の
か
、

厳
し
く
問
い
質
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
党

首
討
論
だ
っ
た
。

　
結
果
的
に
は
、
質
す
べ
き
私
た
ち
の
力

量
の
問
題
も
あ
っ
た
が
、
掘
り
下
げ
ら
れ

た
と
は
到
底
言
え
な
い
形
で
終
わ
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
れ
は
北
朝
鮮
へ
の
対
応
に
し

て
も
、
与
野
党
の
大
き
な
対
立
点
だ
っ
た

消
費
増
税
の
是
非
と
具
体
的
な
財
源
論
に

し
て
も
そ
う
だ
っ
た
。
党
首
同
士
の
討
論

も
同
様
で
、
相
手
を
圧
倒
し
よ
う
と
い
う

激
し
い
気
迫
が
い
っ
こ
う
に
伝
わ
っ
て
こ

な
い
と
い
う
も
ど
か
し
さ
に
襲
わ
れ
て
し

ま
っ
た
の
は
否
め
な
い
。

代
表
質
問
　
読
売
新
聞
社
　
橋
本
　
五
郎

■
首
相
に
質
問
し
た
ら

　
党
首
討
論
会
の
直
後
か
ら
、
私
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
炎
上
し
た
。
加
計
学
園

問
題
を
め
ぐ
る
安
倍
首
相
と
の
や
り
と
り

が
、
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　
私
の
質
問
に
、
首
相
は「
プ
ロ
セ
ス
に

一
点
の
曇
り
も
な
い
」と
い
う
関
係
者
の

発
言
を
、
朝
日
新
聞
は
報
じ
て
い
な
い
、

と
い
う
朝
日
批
判
で
応
じ
た
。

　「
し
て
い
ま
す
」と
返
す
と
、「
ほ
ん
の

ち
ょ
っ
と
。
ア
リ
バ
イ
作
り
に
し
か
し
て

お
ら
れ
な
い
」「
本
当
に
胸
を
張
っ
て（
記

事
に
）し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま

す
か
」と
聞
い
て
き
た
。

　「
で
き
ま
す
」と
答
え
る
と
、「
国
民
の

皆
さ
ん
で
す
ね
、
新
聞
を
よ
く
フ
ァ
ク
ト

チ
ェ
ッ
ク
し
て
」と
言
っ
た
。

　
首
相
の
事
実
誤
認
を
翌
日
の
朝
刊
で
同

僚
が
報
じ
、
私
も
投
票
２
日
前
の
コ
ラ
ム

で
、
首
相
の
論
理
の
す
り
替
え
を
指
摘
し

た
。
だ
が
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
首
相
が
正
し

く
て
、
私
は「
ウ
ソ
つ
き
」な
の
だ
そ
う

だ
。
あ
ぁ
、
あ
ほ
ら
し
屋
の
鐘
が
鳴
る
。

代
表
質
問
　
朝
日
新
聞
社
　
坪
井
　
ゆ
づ
る

■「
非
礼
」も
致
し
方
な
し

　
自
公
圧
勝
の
結
果
を
見
て
い
さ
さ
か
興

ざ
め
で
す
。
安
倍
晋
三
首
相
で
す
ら
本
当

か
い
な
、
と
い
う
顔
を
し
て
ま
し
た
。
安

倍
政
治
５
年
間
を
問
う
た
つ
も
り
の
党
首

討
論
会
で
、
き
ち
ん
と
問
題
点
を
指
摘
し

切
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
悔
や

ま
れ
ま
す
。
特
に
、
森
友
・
加
計
問
題
で

す
。
一
国
の
首
相
に
対
し
て「
質
問
の
仕

方
が
非
礼
で
は
な
い
か
」と
の
ご
批
判
も

あ
り
ま
し
た
が
、
結
論
と
し
て
言
え
ば
や

り
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
安
倍
氏
の
矛
盾

8党党首討論会　10.8 日本記者クラブ主催の党首討論会は16回目。選挙後、担当企
画委員に感想をいただいた。実施要領メモは22ページに掲載。

左から吉田忠智・社会民主党党首、松井一郎・日本維新の会代表、山口那津男・公明党代表、安倍晋三・自由民主党総裁、
小池百合子・希望の党代表、志位和夫・日本共産党委員長、枝野幸男・立憲民主党代表、中野正志・日本のこころ代表　
撮影＝津野義和・ガンマ通信
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を
突
く
材
料
が
不
足
し
て
い
ま
し
た
。
ピ

ン
ポ
イ
ン
ト
に
絞
り
フ
ァ
ク
ト
を
発
掘
、

新
規
ネ
タ
で
追
い
こ
む
べ
き
で
し
た
。
そ

の
努
力
を
怠
り
ま
し
た
。
自
分
が
取
材
記

者
で
あ
る
と
の
認
識
に
欠
け
て
い
ま
し

た
。
反
省
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、

自
ら
の
業
績
の
プ
ラ
ス
面
だ
け
を
連
綿
と

語
り
続
け
る
安
倍
氏
の
や
り
口
に
何
と
か

反
撃
で
き
な
い
も
の
か
。
や
は
り
、
そ
こ

を
聞
い
て
い
る
の
で
は
な
い
、
と
一
喝
す

る
し
か
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

つ
ま
り「
非
礼
」は
安
倍
会
見
に
は
不
可

欠
な
資
質
と
い
う
の
が
私
の
結
論
で
す
。

代
表
質
問
　
毎
日
新
聞
社
　
倉
重
　
篤
郎

■
将
来
不
安
に
向
き
合
う
構
え
見
え
ず

　
国
民
の
多
く
が
社
会
保
障
や
財
政
の
将

来
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
の
に
、
与
野
党

各
党
の
公
約
は
ま
る
で
右
肩
上
が
り
の

「
昭
和
の
時
代
」が
続
い
て
い
る
か
の
よ

う
な
ア
メ
ば
か
り
が
目
立
っ
た
。
党
首
討

論
で
も
、
い
ず
れ
の
代
表
も
厳
し
い
日
本

の
将
来
の
姿
に
正
直
に
向
き
合
う
構
え
が

な
い
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　
財
政
健
全
化
目
標
を
先
送
り
し
た
安
倍

晋
三
首
相
は
新
た
な
目
標
達
成
時
期
に
つ

い
て「
材
料
が
そ
ろ
っ
て
い
な
い
」と
明

示
を
拒
否
。
希
望
の
党
の
小
池
百
合
子
代

表
も
、
公
約
に
盛
り
込
ん
だ
企
業
の
内
部

留
保
課
税
論
や
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム

（
最
低
生
活
保
障
）に
つ
い
て
具
体
策
を
示

せ
ず
、
ほ
と
ん
ど
準
備
が
で
き
て
い
な
い

こ
と
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た
。

　
高
福
祉
・
高
負
担
で
い
く
の
か
、
そ
れ

と
も
負
担
は
抑
え
る
か
わ
り
に
給
付
の
伸

び
も
抑
え
る
路
線
を
取
る
の
か
。
ま
っ
と

が
質
問
を
浴
び
せ
て
も「
公
平
で
な
い
。

偏
っ
て
い
る
」と
批
判
さ
れ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
の
便
法
と
し
て
生
ま
れ
た
と
先

輩
た
ち
か
ら
聞
く
。
だ
か
ら
最
低
保
障
の

発
言
回
数（
今
回
の
場
合
は
４
回
）を
順

送
り
で
保
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
１
つ
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
各
党
が
主
張
を
ぶ
つ
け

合
う
討
論
会
形
式
に
な
っ
て
い
な
い
。

　
こ
れ
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、

８
党
も
参
加
す
る
の
だ
か
ら
現
在
の「
第

１
部
は
約
55
分
」を「
75
分
程
度
」に
拡
大

し
な
け
れ
ば
困
難
だ
ろ
う
。
そ
の
場
合
で

も
テ
ー
マ
の
柱
は
３
つ
が
限
度
。
上
位
政

党
の
発
言
の
応
酬
が
あ
れ
ば
盛
り
上
が
り

は
期
待
で
き
る
。
第
１
部
に
公
平
性
の
担

保
を
担
わ
せ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
ら
な
け
れ

ば
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

第
１
部
司
会
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
　
島
田
　
敏
男

■
無
言
の
控
室

　
初
め
て
私
が
こ
の
党
首
討
論
に
関
わ
っ

た
の
は
細
川
政
権
誕
生
の
き
っ
か
け
と
な

っ
た
24
年
前

の
総
選
挙
。

そ
の
と
き
初

当
選
し
た
安

倍
・
小
池
・

枝
野
の
各
党

首
が
今
回
の

主
役
に
。
あ

の
時
は
、
55

年
体
制
が
終

わ
り
新
し
い

　日本記者クラブ
の党首討論会は、
新聞、テレビを通
じて大きく報道さ
れ、有権者にとっ
て投票行動の判断
材料の１つになっ
ていると、主催者
としては自負して

います。今回は選挙の前に国政政党が
２つできるという異例の展開となり、民
進党の前原誠司代表、自由党の小沢一
郎代表からは討論会を辞退したいとい
う申し出がありました。
　党首同士の討論だけでなく、当クラ
ブ企画委員から質問が飛びます。白熱
したやりとりを期待しております。

小田尚理事長のあいさつから

う
な
論
争
を
各
党
が
戦
わ
せ
る

総
選
挙
を
期
待
す
る
の
は
高
望

み
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
代
表
質
問
　
日
本
経
済
新
聞
社
　

実
　
哲
也

■
公
平
性
を
ど
う
考
え
る
か

　
第
１
部
の
討
論
が
盛
り
上
が

っ
て
い
な
い
と
い
う
感
想
を
聞

く
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
点
は

一
考
を
要
す
る
。
そ
も
そ
も
現

在
の
ス
タ
イ
ル
は
、
第
２
部
で

時
の
総
理
大
臣
中
心
に
記
者
団

時
代
が
来
る
か
も
と
わ
く
わ
く
し
た
も
の

だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
今
回
は
自
己
都
合
で
の
急
な

解
散
、
野
党
集
結
で
は
な
く
、
野
党
分
裂
。

政
治
家
っ
て
こ
ん
な
動
機
で
動
く
の
か
と

嫌
気
が
さ
し
た
有
権
者
も
多
か
っ
た
ろ

う
。

　
控
室
で
の
様
子
も
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
。

ち
ょ
っ
と
前
ま
で
は
選
挙
で
戦
う
同
士
で

も
政
治
家
同
士
、
遊
説
の
苦
労
話
な
ど
和

気
あ
い
あ
い
で
、
そ
ば
で
聞
い
て
い
る
方

も
楽
し
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
今
回
は
皆
さ

ん
30
分
前
に
お
そ
ろ
い
に
な
っ
た
も
の
の
、

揮
ご
う
の
後
は
雑
談
も
せ
ず
、だ
ん
ま
り
。

そ
れ
に
い
つ
も
の
各
党
の
議
員
応
援
団
も

来
ず
、
シ
ー
ン
と
時
だ
け
が
過
ぎ
る
。

　「
寛
容
な
政
治
」は
人
と
人
と
の
人
間

的
な
つ
な
が
り
か
ら
始
ま
る
の
で
は
な
い

か
、
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
。

総
合
司
会
　
Ｔ
Ｂ
Ｓ
　
川
戸
　
惠
子
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衆
院
選
・
報
道
最
前
線�

池
田

　健
夫（
共
同
通
信
社
）

新
党
と
台
風
に
翻
弄
さ
れ
た
選
挙
報
道

10
月
22
日
投
票
の
第
48
回
衆
院
選
は
、

３
年
前
の
衆
院
選
と
同
様
の
短
期
決
戦
だ

っ
た
。
前
回
経
験
し
て
い
る
分
、
慌
て
な

い
で
済
ん
だ
面
も
あ
る
が
、
衆
院
解
散
時

を
挟
ん
だ
新
党
騒
動
に
始
ま
り
、
投
開
票

日
の
超
大
型
の
台
風
21
号
の
直
撃
ま
で
、

波
乱
続
き
の
選
挙
報
道
だ
っ
た
。

今
回
も
突
然
の
衆
院
解
散
で
、
実
質
的

な
準
備
期
間
は
40
日
間
弱
だ
っ
た
。た
だ
、

共
同
通
信
と
し
て
は
、
当
初
か
ら
一
貫
し

て
10
月
10
日
公
示
、
22
日
投
開
票
と
い
う

見
通
し
を
崩
さ
な
か
っ
た
た
め
、
選
挙
準

備
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
づ
く
り
は
ス
ム
ー
ズ

だ
っ
た
。
会
議
日
程
な
ど
は
、
投
開
票
日

か
ら
逆
算
し
て
、
３
年
前
と
同
じ
よ
う
に

組
め
ば
よ
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
前
回
の
衆
院
選
に
比
べ
若

干
の
窮
屈
感
は
あ
っ
た
。
こ
の
間
に
連
休

が
３
度
あ
り
、
フ
ル
に
使
え
る
ウ
イ
ー
ク

デ
ー
が
少
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
特
に
、
公

示
日
前
日
が
休
日
だ
っ
た
の
は
痛
か
っ

た
。
実
質
的
に
公
示
日
前
の
準
備
を
そ
の

前
の
週
の
金
曜
ま
で
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
か
ら
だ
。

解
散
直
前
大
き
な
波
乱 

民
進
候
補
２
０
０
人
を
無
所
属
に

大
き
な
波
乱
は
、
解
散
直
前
に
き
た
。

野
党
第
１
党
の
民
進
党
の
前
原
誠
司
代
表

（
当
時
）が
、
同
党
の
衆
院
選
候
補
者
を
希

望
の
党
か
ら
出
し
、
民
進
党
と
し
て
は
小

選
挙
区
も
比
例
代
表
も
候
補
者
を
出
さ
な

い
方
針
を
固
め
た
と
い
う
の
だ
。
こ
の
方

針
は
、
解
散
の
日
に
民
進
党
の
両
院
議
員

総
会
で
承
認
さ
れ
た
。
共
同
は
、
す
で
に

解
散
翌
日
付
朝
刊
用
の
立
候
補
予
想
者
名

簿
を
事
前
送
信
し
て
い
た
が
、
候
補
者
の

政
党
所
属
を
戦
わ
な
い
民
進
党
の
ま
ま
に

し
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。そ
こ
で
、

約
２
０
０
人
い
た
候
補
者
の
所
属
を
民
進

党
か
ら
無
所
属
に
手
直
し
し
た
。

こ
の
希
望
の
党
に
絡
む
混
乱
は
公
示
日

ま
で
続
い
た
。
も
と
も
と
、
小
池
百
合
子

都
知
事
が
率
い
た「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の

会
」は
、
都
議
選
の
際
も
届
け
出
準
備
で

混
乱
を
見
せ
た
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ

れ
も
希
望
の
党
の
比
例
名
簿
発
表
が
ず
れ

込
む
と
覚
悟
は
し
て
い
た
。
案
の
定
、
同

党
の
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
名
簿
は
公
示
日
前
日

ま
で
に
公
表
さ
れ
ず
、
公
示
日
付
夕
刊
作

業
は
煩
雑
を
極
め
た
。

公
示
後
は
、
悪
天
候
に
悩
ま
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。投
票
日
１
週
間
前
の
土
日
は
、

期
日
前
投
票
の
前
半
の
山
場
だ
が
、
全
国

的
に
天
候
が
崩
れ
、
思
う
よ
う
な
期
日
前

出
口
調
査
の
サ
ン
プ
ル
が
集
ま
ら
な
か
っ

た
。
当
日
出
口
調
査
も
、
雨
天
の
た
め
に

な
か
な
か
調
査
に
応
じ
て
も
ら
え
な
か
っ

た
。
悪
条
件
の
下
、
回
答
し
て
い
た
だ
い

た
有
権
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
感
謝
す
る
ば

か
り
だ
。

台
風
21
号
接
近
の
な
か
迎
え
た
投
開
票

日
は
、
前
日
か
ら
開
票
が
23
日
以
降
に
ず

れ
込
む
自
治
体
が
出
て
き
そ
う
だ
と
い
う

こ
と
で
、
緊
張
感
が
走
っ
た
。
結
局
10
を

超
え
る
自
治
体
が
翌
日
開
票
と
な
り
、
従

来
通
り
の
月
曜
未
明
ま
で
の
全
議
席
確
定

は
か
な
わ
な
か
っ
た
。
異
例
の「
即
翌
開

票
」と
な
り
、
最
後
の
愛
知
県
西
尾
市
の

比
例
代
表
の
開
票
が
終
了
し
た
の
は
23
日

午
後
10
時
過
ぎ
と
な
っ
た
。

猛
省
促
し
た
い
選
挙
日
の
設
定

小
選
挙
区
の
区
割
り
は
見
直
さ
れ
た
ば

か
り
で
、
１
つ
の
自
治
体
が
複
数
の
選
挙

区
に
分
か
れ
る「
分
区
」も
多
か
っ
た
。

こ
う
し
た
地
域
の
有
権
者
が
、
自
身
の
選

挙
区
が
ど
こ
で
、
だ
れ
が
候
補
者
か
、
十

分
把
握
で
き
た
だ
ろ
う
か
。
総
務
省
が
投

票
率
ア
ッ
プ
の
切
り
札
と
し
て
参
院
選
で

導
入
し
た「
共
通
投
票
所
」は
選
管
の
準

備
が
間
に
合
わ
ず
、
活
用
は
広
が
ら
な
か

っ
た
。

選
挙
後
に
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で
会
見
し

た
埼
玉
大
社
会
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の

松
本
正
生
教
授
は「
有
権
者
は
消
費
者
に

あ
ら
ず
」と
指
摘
し
、
有
権
者
を
操
作
対

象
と
し
か
見
な
い
昨
今
の
風
潮
に
警
鐘
を

鳴
ら
し
た
。
投
票
率
向
上
に
配
慮
せ
ず
、

有
権
者
に
政
権
選
択
を
考
え
る
十
分
な
時

間
を
与
え
な
い
選
挙
日
程
を
設
定
す
る
姿

勢
に
は
猛
省
を
促
し
た
い
。

い
け
だ
・
た
け
お
▼
1
9
8
7
年
入
社

　徳
島

支
局

　政
治
部
な
ど
を
経
て

　2
0
1
3
年

9
月
総
合
選
挙
セ
ン
タ
ー
次
長

　17
年
7
月

か
ら
同
セ
ン
タ
ー
長

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス

投開票の前日、期日前投票所には長蛇の列ができた＝
仙台市（10月21日午後/共同通信社提供）
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米
ラ
ス
ベ
ガ
ス
乱
射
事
件�

長
野

　宏
美（
毎
日
新
聞
社
）

容
易
に
購
入
、
屋
外
で
射
撃
も

　
　
犠
牲
者
最
悪
で
も
銃
規
制
進
ま
ず

ま
た
か
―
。
米
西
部
ネ
バ
ダ
州
ラ
ス
ベ

ガ
ス
で
10
月
１
日
夜
、
58
人
が
死
亡
す
る

乱
射
事
件
が
起
き
た
。一
報
は
死
者
２
人
。

銃
犯
罪
は
日
常
茶
飯
事
だ
。
こ
の
ま
ま
特

別
な
事
情
が
な
け
れ
ば
、
速
報
を
送
っ
て

寝
よ
う
か
と
思
っ
た
。
だ
が
、
直
後
に
ソ

ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
出
回
っ
た
動
画
で

は
、
雨
あ
ら
れ
の
よ
う
に
銃
弾
が
鳴
り
響

い
て
い
た
。「
大
惨
事
だ
」と
覚
悟
し
た
。

間
も
な
く
20
人
超
が
死
亡
と
い
う
続
報

が
入
り
、
現
地
入
り
が
決
ま
っ
た
が
、
未

明
の
た
め
飛
行
機
が
な
い
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
か
ら
ラ
ス
ベ
ガ
ス
ま
で
は
車
で
５
時
間

弱
。
夜
通
し
運
転
し
て
翌
朝
か
ら
寝
ず
に

取
材
す
る
の
は
き
つ
い
。
発
生
翌
日
、
飛

行
機
で
現
地
に
向
か
っ
た
。

参
考
に
な
っ
た
政
治
家
や
牧
師
の
話

宿
泊
先
は
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
パ
ド
ッ
ク

容
疑
者（
64
）が
銃
を
発
砲
し
た
ホ
テ
ル

を
選
ん
だ
。
周
辺
に
は
パ
ト
カ
ー
が
止
ま

り
、
物
々
し
い
雰
囲
気
だ
が
、
ホ
テ
ル
内

の
カ
ジ
ノ
で
は
客
が
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
に

興
じ
て
い
た
。
客
ら
に
発
生
時
の
様
子
を

聞
い
た
後
、
病
院
な
ど
を
回
っ
た
が
、
現

場
近
く
の
道
路
は
封
鎖
さ
れ
て
お
り
、
行

っ
た
り
来
た
り
迷
い
な
が
ら
レ
ン
タ
カ
ー

を
走
ら
せ
た
。

捜
査
情
報
は
警
察
の
記
者
会
見
で
公
に

な
る
が
、
捜
査
当
局
か
ら
独
自
に
聞
き
出

す
ほ
ど
の
人
脈
は
な
い
。
米
メ
デ
ィ
ア
の

報
道
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
各
社
で

異
な
る
こ
と
も
あ
る
。

見
立
て
を
判
断
す
る
う
え
で
役
立
つ
の

が
捜
査
情
報
を
一
部
共
有
し
て
い
る
政
治

家
や
教
会
の
牧
師
へ
の
取
材
だ
。
大
事
件

や
災
害
が
あ
る
と
、
警
察
の
記
者
会
見
に

は
必
ず
市
長
や
地
元
選
出
議
員
ら
が
同
席

す
る
。
日
本
と
は
異
な
る
光
景
だ
が
、
政

治
家
は
市
民
の
不
安
を
取
り
除
く
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
発
す
る
。
市
長
ら
と
合
同
で
追
悼

式
を
開
く
牧
師
も
警
察
か
ら
事
件
の
連
絡

を
受
け
る
と
い
う
。
地
域
を
支
え
る
人
物

と
し
て
、
地
元
の
危
機
に
対
処
す
る
の
は

当
然
と
い
う
意
識
が
あ
る
よ
う
だ
。

銃
社
会
に
は
歴
史
的
背
景
も

米
国
で
は
自
治
や
自
衛
の
精
神
が
強

く
、
乱
射
事
件
が
繰
り
返
さ
れ
て
も「
身

を
守
る
た
め
銃
が
必
要
」と
考
え
る
人
は

多
い
。
一
方
、
今
回
は
容
疑
者
の
動
機
が

分
か
ら
ず
、
過
激
思
想
や
目
立
っ
た
精
神

疾
患
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ

り
、
銃
が
容
易
に
手
に
入
る
異
常
さ
が
注

目
さ
れ
た
。
全
米
で
も
特
に
、
ネ
バ
ダ
州

は
銃
規
制
が
緩
い
。
容
疑
者
が
事
件
直
前

に
ラ
イ
フ
ル
を
買
っ
た
店
に
行
く
と
、
ギ

タ
ー
と
銃
が
一
緒
に
売
ら
れ
て
い
た
。

店
の
前
で
写
真
を
撮
っ
て
い
る
と
、
客

が「
カ
チ
ッ
、
カ
チ
ッ
」
と
音
を
さ
せ
、

銃
の
ケ
ー
ス
を
外
し
な
が
ら
出
て
き
た
。

同
州
で
は
銃
を
表
に
出
し
て
持
ち
歩
く
の

は
自
由
。
銃
の
種
類
に
も
よ
る
が
、
購
入

に
許
可
や
届
け
出
は
い
ら
ず
、
何
丁
で
も

買
え
る
。

射
撃
の
腕
を
磨
く
場
所
も
あ
ふ
れ
て
い

る
。
容
疑
者
が
２
月
に
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
を

買
っ
た
同
州
南
隣
の
ユ
タ
州
の
店
は
付
近

に
岩
山
や
砂
漠
が
広
が
っ
て
い
た
。
一
定

の
条
件
を
満
た
せ
ば
屋
外
で
射
撃
が
で
き

る
と
い
う
。「
あ
の
裏
山
で
撃
つ
の
を
見

る
か
い
？
」。
白
人
の
男
性
客
が
取
材
さ

せ
て
く
れ
る
と
い
う
。
申
し
出
は
あ
り
が

た
い
が
、
銃
に
対
す
る
恐
怖
心
が
あ
る
。

人
け
の
な
い
砂
漠
で
、
２
人
き
り
で
射
撃

を
す
る
の
は
気
が
引
け
る
の
で
断
っ
た
。

乱
射
事
件
が
起
き
る
た
び
、
銃
規
制
が

論
議
に
な
る
が
、
抜
本
的
な
規
制
は
進
ま

な
い
。
米
国
で
は
憲
法
修
正
第
２
条
で
銃

を
持
つ
権
利
を
保
障
す
る
。
歴
史
的
背
景

と
し
て
、
独
立
戦
争
で
立
ち
上
が
っ
た
の

が
武
装
し
た
市
民
で
、
彼
ら
が
米
国
の
礎

を
築
い
た
と
い
う
考
え
が
あ
る
。

ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
乱
射
事
件
後
も「
独
裁

国
家
に
な
っ
た
時
、
武
力
で
対
抗
す
る
た

め
銃
の
権
利
が
認
め
ら
れ
て
い
る
」と
い

う
声
を
聞
い
た
。
銃
規
制
は
そ
の
精
神
を

否
定
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
た
と
え

何
人
殺
さ
れ
よ
う
と
も
、
独
裁
政
府
を
倒

す
自
由
を
優
先
さ
せ
る
社
会
。
そ
の
自
由

と
銃
規
制
と
は
両
立
し
な
い
の
か
。
５
０

０
人
以
上
が
負
傷
し
、
乱
射
事
件
と
し
て

米
史
上
最
悪
の
死
者
を
出
し
て
も
、
米
国

民
が
銃
を
手
放
す
こ
と
は
な
い
と
感
じ
て

い
る
。

な
が
の
・
ひ
ろ
み
▼
2
0
0
3
年
入
社

　水
戸

支
局

　東
京
社
会
部
な
ど
を
経
て

　15
年
4

月
か
ら
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
支
局
長

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

事件現場付近。奥左は容疑者が発砲したホテル
（10月４日／米ラスベガス／筆者撮影）
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ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞�

カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
氏�

海
老
沢

　類（
産
経
新
聞
社
）

10
年
先
見
据
え

　
　
作
家
の「
生
の
言
葉
」積
み
上
げ
る

日
本
時
間
10
月
５
日
午
後
８
時
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
担
当
者
が
今

年
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
者
と
し
て
、

英
国
の
作
家
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
氏
の
名

を
読
み
上
げ
た
と
き
は
正
直
、
不
意
を
突

か
れ
た
感
じ
が
し
た
。

驚
き
一
瞬
、
す
ぐ
に
重
責
が
頭
に

こ
こ
十
年
来
の
日
本
メ
デ
ィ
ア
の
関
心

事
は
、
世
界
的
な
人
気
作
家
の
村
上
春
樹

氏
が
日
本
人
と
し
て
３
人
目
の
栄
誉
を
手

に
で
き
る
か
に
絞
ら
れ
て
い
た
。
今
年
も

欧
米
ブ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
（
賭
け
屋
）の
人

気
上
位
に
は
村
上
氏
や
ケ
ニ
ア
出
身
の
作

家
グ
ギ
・
ワ
・
ジ
オ
ン
ゴ
氏
ら
お
な
じ
み

の
顔
が
並
び
、
イ
シ
グ
ロ
氏
を
本
命
視
す

る
声
は
聞
え
て
こ
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

た
だ
、
驚
き
は
一
瞬
で
、
す
ぐ
に
報
じ

る
側
と
し
て
の
重
責
が
頭
を
も
た
げ
て
き

た
。
イ
シ
グ
ロ
氏
は
日
本
人
の
両
親
の
も

と
１
９
５
４
年
に
長
崎
で
生
ま
れ
、
海
洋

学
者
の
父
の
仕
事
の
関
係
で
５
歳
の
と
き

に
家
族
で
渡
英
。
自
身
の
ル
ー
ツ
で
あ
る

日
本
の
記
憶
も
混
交
す
る
物
語
を
英
語
で

紡
ぐ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
作
家
だ
。
と
な
れ

ば「
作
品
と
歩
み
」を
伝
え
る
記
事
が
求

め
ら
れ
る
。
締
め
切
り
は
迫
る
。
部
内
は

騒
然
と
し
、待
機
し
て
い
た
別
の
記
者
は
、

出
版
社
や
識
者
へ
の
取
材
に
取
り
か
か
っ

た
。
濃
密
な
夜
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

イ
シ
グ
ロ
氏
に
は
２
０
１
１
年
以
降
、

２
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。

戦
後
の
日
本
を
舞
台
に
し
た
佳
品
で
出

発
し
た
イ
シ
グ
ロ
氏
は
１
９
８
９
年
、
あ

る
執
事
の
回
想
を
静
謐
な
筆
致
で
つ
づ
っ

た『
日
の
名
残
り
』で
英
国
で
最
も
権
威

が
あ
る
ブ
ッ
カ
ー
賞
を
受
賞
。
ク
ロ
ー
ン

技
術
や
臓
器
移
植
を
題
材
に
し
た
Ｓ
Ｆ
的

な
長
編『
わ
た
し
を
離
さ
な
い
で
』は
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
鋭
利
な
社
会
批

評
だ
け
で
な
く
、
人
間
の
繊
細
な
感
情
も

巧
み
に
す
く
い
上
げ
る
幻
想
味
を
帯
び
た

物
語
は
ど
れ
も
奥
深
い
。
海
外
文
学
の
研

究
者
か
ら「
い
つ
か
は
受
賞
す
る
人
」と

の
評
を
聞
い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
来
日

し
た
際
は
取
材
す
る
よ
う
に
し
て
い
た
の

だ
。ア

ー
サ
ー
王
伝
説
を
下
敷
き
に
、
負
の

記
憶
と
ど
う
向
き
合
う
べ
き
か
を
問
う
最

新
長
編『
忘
れ
ら
れ
た
巨
人
』を
巡
る
15

年
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
特
に
印
象
に
残
っ

て
い
る
。「
解
釈
は
読
者
任
せ
」と
い
う

姿
勢
で
、
作
品
に
込
め
た
意
図
を
語
り
た

が
ら
な
い
作
家
も
い
る
。
イ
シ
グ
ロ
氏
は

違
う
。
多
様
な
読
み
を
誘
う
物
語
の
懐
の

深
さ
へ
の
自
信
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ

ち
ら
の
問
い
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
作
品

が
生
ま
れ
た
背
景
や
モ
チ
ー
フ
を
説
明

し
、
人
称
や
暗
喩
と
い
っ
た
表
現
上
の
工

夫
ま
で
明
か
す
。
メ
モ
を
読
み
返
す
と
、

黒
を
基
調
に
し
た
シ
ッ
ク
な
装
い
の
イ
シ

グ
ロ
氏
が
浮
か
べ
た
柔
和
な
笑
み
も
眼
前

に
鮮
や
か
に
よ
み
が
え
っ
て
く
る
。

日
本
へ
の
郷
愁
が
記
事
の
核

「
20
代
に
な
っ
て
記
憶
と
し
て
の
日
本

が
薄
く
な
っ
て
い
っ
た
。
小
説
を
書
く
こ

と
は『
私
の
中
の
日
本
』を
保
存
す
る
こ

と
だ
っ
た
の
だ
と
思
う
」。
日
本
へ
の
郷

愁
が
に
じ
む
そ
ん
な
言
葉
は
、
そ
の
ま
ま

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
決
定
を
報
じ
る
記
事
の

核
に
な
っ
て
い
っ
た
。

文
芸
担
当
記
者
の
主
な
仕
事
は
作
家
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
だ
が
、
そ
れ
ら
の
記
事

が
総
合
面
や
社
会
面
を
飾
る
こ
と
は
少
な

い
。
社
会
的
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
新
鮮
な
切

り
口
を
模
索
し
て
は
い
る
が
、
時
折
、
５

年
や
10
年
、
あ
る
い
は
も
っ
と
先
を
見
て

仕
事
を
し
て
い
る
よ
う
な
感
覚
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
今
回
の
イ
シ
グ
ロ
氏

の
例
の
よ
う
に
、
業
績
が
華
々
し
く
顕
彰

さ
れ
た
と
き
、
か
つ
て
文
化
面
で
小
さ
な

光
を
放
っ
て
い
た
言
葉
が
新
た
な
輝
き
を

帯
び
る
。
そ
の
と
き
の
た
め
に
、
日
々
作

家
か
ら
生
の
言
葉
を
引
き
出
し
、
記
事
に

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
。

ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
の
選
考
過
程
は
50
年

間
公
開
さ
れ
な
い
。
内
実
を
う
か
が
う
の

は
難
し
い
が
、
受
賞
者
の
地
域
バ
ラ
ン
ス

が
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
の
声
は
根
強
い
。

だ
と
し
た
ら
、
次
の
日
本
生
ま
れ
の
作
家

の
受
賞
は
さ
ら
に
二
十
数
年
先
な
の
か
、

そ
れ
と
も
…
。
雲
を
つ
か
む
よ
う
な
手
探

り
の
取
材
が
続
く
。

え
び
さ
わ
・
る
い
▼
1
9
9
9
年
入
社

　横
浜

総
局

　福
島
支
局
郡
山
通
信
部

　東
京
本
社
社

会
部
な
ど
を
経
て

　2
0
1
0
年
か
ら
文
化
部

文
芸
担
当

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス

都内のホテルでのインタビュー（201５年６月／産
経新聞社提供）
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秋 田発� 地元メディアの視点から

２
０
０
７
年
度
に
始
ま
っ
た
文
部
科
学

省
の
全
国
学
力
テ
ス
ト（
学
テ
）で
、
秋

田
県
は
10
回
連
続（
11
年
度
は
東
日
本
大

震
災
の
影
響
に
よ
り
中
止
）で
全
国
ト
ッ

プ
級
の
成
績
を
収
め
て
い
る
。
今
年
も
小

中
学
校
の
国
語
、
算
数
・
数
学
そ
れ
ぞ
れ

の
Ａ
問
題
と
、
Ｂ
問
題
の
い
ず
れ
も
上
位

３
県
に
名
を
連
ね
た
。

「
教
育
に
対
す
る
こ
れ
だ
け
の
注
目
は
、

秋
田
県
始
ま
っ
て
以
来
の
こ
と
」。07
年
当

時
に
県
教
育
長
を
務
め
て
い
た
根
岸
均
さ

ん
は
、
こ
の
10
年
で
秋
田
の
教
育
へ
の
イ

メ
ー
ジ
は
大
き
く
変
わ
っ
た
と
話
す
。
実

は
１
９
５
０
～
60
年
代
に
実
施
さ
れ
た
全

国
学
力
調
査
で
、
秋
田
の
成
績
は
常
に
下

位
に
沈
ん
で
い
た
。
そ
ん
な
歴
史
も
あ
っ

た
だ
け
に
、
秋
田
が
学
テ
で
好
成
績
を
収

め
た
こ
と
は
誰
も
が
驚
く
出
来
事
だ
っ
た
。

教
育
関
係
者
の
視
察
は
年
々
増
加
。
16

年
度
は
県
教
育
委
員
会
が
把
握
す
る
だ
け

で
44
都
道
府
県
、
海
外
５
カ
国
の
延
べ
約

４
千
人
に
達
し
た
。
教
員
が
き
め
細
か
に

コ
メ
ン
ト
を
付
け
る
家
庭
学
習
ノ
ー
ト
や

少
人
数
授
業
、
児
童
生
徒
の
規
則
正
し
い

生
活
習
慣
と
い
っ
た
特
色
は「
学
力
日
本

一
の
理
由
」と
し
て
、
報
道
や
出
版
を
通

じ
て
全
国
に
発
信
さ
れ
て
い
る
。

09
年
度
か
ら
秋
田
県
と
教
員
の
人
事
交

流
を
始
め
た
沖
縄
県
で
は
、
児
童
生
徒
が

話
し
合
い
の
中
か
ら
主
体
的
に
答
え
を
探

る
秋
田
の「
探
究
型
授
業
」を
取
り
入
れ
、

学
テ
の
成
績
が
向
上
し
た
。
こ
こ
数
年
は

タ
イ
も
秋
田
の
授
業
法
に
注
目
し
、
教
育

省
の
官
僚
ら
が
頻
繁
に
来
県
。
秋
田
県
教

委
は
昨
年
度
か
ら
県
外
の
子
ど
も
を
対
象

と
し
た〝
留
学
〟制
度
を
設
け
、
交
流
人

口
拡
大
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
注

目
度
の
高
ま
り
が
、
教
育
現
場
に
自
信
と

さ
ら
な
る
改
善
へ
の
動
機
付
け
を
与
え
る

好
循
環
が
生
ま
れ
て
い
る
。

■
教
員
、
子
ど
も
に
無
言
の
重
圧
も

一
方
で
、
皮
肉
に
も
学
テ
の
好
成
績
が

教
員
の
重
荷
と
な
っ
て
い
る
状
況
も
浮
か

び
上
が
っ
て
き
た
。
ト
ッ
プ
級
の
死
守
に

無
言
の
圧
力
を
感
じ
、
本
番
の
１
カ
月
前

か
ら
過
去
問
対
策
に
明
け
暮
れ
た
と
打
ち

明
け
る
教
員
が
い
た
。
学
級
の
成
績
を
落

と
す
と
、
後
ろ
指
を
指
さ
れ
る
雰
囲
気
が

あ
る
ら
し
い
。「
普
段
は
楽
し
そ
う
に
授

業
を
受
け
て
く
れ
る
子
た
ち
を
テ
ス
ト
勉

強
で
苦
し
め
て
し
ま
っ
た
」と
後
ろ
め
た

さ
を
抱
え
て
い
る
。

事
前
対
策
は
全
国
的
に
問
題
化
し
て
い

て
、
文
科
省
は
昨
年
春
、
過
度
に
過
去
問

に
取
り
組
ま
な
い
よ
う
通
知
を
出
し
た
。

だ
が
、
学
テ
の
結
果
が
都
道
府
県
や
市
町

村
、
各
校
を
序
列
化
し
て
い
る
現
実
が
あ

る
以
上
、
事
前
対
策
は
な
く
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。
秋
田
の
よ
う
な
成
績
上
位
県
の
教

育
現
場
に
と
っ
て
、
重
圧
は
よ
り
大
き
い

の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
教
員
に
限
っ

た
話
で
は
な
い
。学
テ
の
問
題
を
解
き
終

え
、「
ぼ
く
た
ち
も
う
１
番
じ
ゃ
な
い
か
も
」

と
つ
ぶ
や
い
た
子
ど
も
も
い
た
と
い
う
。

学
テ
の
成
績
は
底
上
げ
が
進
み
、
上
位

と
下
位
の
正
答
率
の
差
が
年
々
縮
小
し
て

い
る
。
今
年
の
秋
田
の
結
果
を
見
て
も
、

全
国
平
均
と
の
差
は
３
～
６
ポ
イ
ン
ト
で

「
統
計
学
で
は
、
ほ
ぼ
誤
差
の
範
囲
」と

の
声
も
あ
る
。
だ
が
、
各
地
で
は
正
答
率

の
向
上
を
目
指
す
競
争
が
続
い
て
い
る
。

そ
も
そ
も
学
力
と
は
何
か
。
東
京
大
学

大
学
院
の
小
玉
重
夫
教
授（
教
育
哲
学
）

は
著
書『
学
力
幻
想
』で「
従
来
の
学
校
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
何
を
学
ん
だ
か
よ

り
も
何
点
取
っ
た
か
に
重
き
が
置
か
れ
て

い
た
」と
指
摘
し
て
い
る
。
変
化
の
激
し

い
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
の

は
、
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
自
ら
考
え

抜
き
、
判
断
す
る
能
力
だ
と
い
う
。

秋
田
の
教
育
の
強
み
は
、
教
員
の
高
い

指
導
力
の
下
で
児
童
生
徒
が
活
発
に
考
え

を
話
し
合
い
、
楽
し
み
な
が
ら
学
び
を
深

め
て
い
る
こ
と
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
学
テ

で
は
難
し
い
問
題
で
も
粘
り
強
く
考
え
て

答
え
を
出
す
力
や
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
己

肯
定
感
が
高
い
結
果
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

学
テ
の
順
位
に
一
喜
一
憂
せ
ず
、
こ
う
し

た
本
来
の
良
さ
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
こ
そ
が
、
今
後
の
秋
田
に
と
っ
て

大
切
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

さ
と
う
・
と
も
き
▼
2
0
0
9
年
入
社

　大

曲
支
局
な
ど
を
経
て

　17
年
4
月
か
ら
政
治

経
済
部
記
者（
教
育
、
県
政
担
当
）

佐藤　朋紀
（秋田魁新報社）

新・列島報告⓯　秋田県

学テ10年トップ級
強みは「探究型授業」

小学校には県外から大勢の教育関係者が視察に（６月2６
日／秋田魁新報社提供）
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子
力
安
全
・
保
安
院
」か
ら
原
発
事
故
発

生
後
に
分
離
・
独
立
し
て
発
足
し
た
。
経

産
省
に
は
原
子
力
を
推
進
す
る
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
が
あ
り
、
分
離
・
独
立
前
は
同

じ
省
内
に
推
進
、
規
制
の
両
部
門
が
併
存

す
る
態
勢
に
疑
問
を
呈
す
る
声
が
福
島
県

な
ど
か
ら
上
が
っ
て
い
た
。

旧
保
安
院
は
２
０
１
２
年
７
月
の
国
会

事
故
調
査
委
員
会
報
告
書
で「
電
力
会
社

の
虜（
と
り
こ
）」「
独
立
性
、
透
明
性
、

専
門
性
の
不
備
が
安
全
対
策
徹
底
の
遅
れ

を
招
い
た
」と
厳
し
く
批
判
さ
れ
た
。「
独

立
性
と
透
明
性
の
確
保
」こ
そ
が
初
代
委

員
長
に
就
い
た
田
中
氏
の
命
題
だ
っ
た
。

規
制
委
の
会
合
を
原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
中
継
し
、
議
事
録
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
す
る
な
ど「
ガ
ラ
ス
張
り
」の
運

営
に
努
め
た
。
週
１
回
の
委
員
長
定
例
会

見
は
５
年
間
で
２
４
０
回
に
達
し
た
。
質

問
内
容
に
は
厳
し
く
、「
も
っ
と
勉
強
し
て

き
て
く
だ
さ
い
」は
日
常
茶
飯
事
だ
っ
た
。

意
図
し
な
い
記
事
を
執
筆
し
た
記
者
に
は

「
あ
な
た
の
質
問
に
は
答
え
ま
せ
ん
」と

口
を
閉
ざ
す
場
面
も
あ
っ
た
。
常
に
真
剣

勝
負
で
記
者
と
向
き
合
っ
て
い
る
と
感
じ

た
半
面
、
頑
固
で
周
囲
と
壁
を
つ
く
る
姿

勢
が
垣
間
見
え
た
と
き
も
あ
っ
た
。

強
い
信
念
で
原
子
力
規
制
行
政
の
か
じ

取
り
を
担
っ
た
田
中
氏
の
真
意
を
量
り
か

ね
た
の
が
新
潟
県
の
東
電
柏
崎
刈
羽
原
発

６
・
７
号
機
の
再
稼
働
を
巡
る
審
査
だ
っ

は
ん
ざ
わ
・
ま
さ
き
▼
2
0
0
5
年
入
社

　報

道
部

　会
津
若
松
支
社
な
ど
を
経
て

　16
年

4
月
か
ら
東
京
支
社
編
集
副
主
任

東電の文書回答後、経営陣（手前）から再び意
見を聞く田中氏（左奥）（８月30日/福島民報社提供）

原
子
力
規
制
委
員
会
の
田
中
俊
一
委
員

長
が
９
月
に
５
年
間
の
任
期
を
終
え
て
退

任
し
た
。
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故

で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
福
島
県（
福
島

市
）の
出
身
だ
。
電
力
事
業
者
に「
福
島

の
よ
う
な
事
故
が
起
き
な
い
と
の
確
信
を

持
て
な
い
限
り
、
再
稼
働
は
認
め
な
い
」

と
安
全
性
確
保
へ
の
厳
し
い
注
文
を
付
け

続
け
た
。

■
独
立
性
と
透
明
性
確
保
を
追
求

「
地
に
落
ち
た
信
頼
の
回
復
に
向
け
、

独
立
性
と
透
明
性
を
保
と
う
と
心
掛
け
て

き
た
」。
退
任
前
の
会
見
で
強
調
し
た
。

規
制
委
は
経
済
産
業
省
の
規
制
部
門「
原

た
。今

年
７
月
、東
電
の
新
経
営
陣
を
呼
び
、

福
島
第
一
原
発
の
廃
炉
な
ど
今
後
の
原
子

力
事
業
に
対
す
る
姿
勢
を
た
だ
し
た
。「
新

し
い
タ
イ
プ
の
原
子
力
が
動
か
せ
る
こ
と

を
見
せ
る
責
任
が
あ
る
」と
発
言
す
る
東

電
経
営
陣
に
対
し
、「
福
島
の
人
た
ち
は

決
し
て
、
そ
ん
な
判
断
を
し
て
い
る
と
は

思
え
な
い
」と
批
判
し
た
。
廃
炉
を
巡
っ

て
も「
主
体
性
が
見
え
ず
危
機
感
が
あ

る
」と
迫
っ
た
。

■
退
任
前
に
方
針
転
換
？

回
答
に
窮
し
た
東
電
側
は
後
日
、
文
書

を
提
出
し
た
。
内
容
は「
廃
炉
を
や
り
遂

げ
る
」と
の
決
意
表
明
の
み
で
、
具
体
的

な
道
筋
は
示
さ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
規
制

委
は
東
電
の
原
子
力
事
業
者
と
し
て
の
適

格
性
を
認
め
、
柏
崎
刈
羽
原
発
６
・
７
号

機
の
審
査
は
事
実
上
、
合
格
し
た
。
田
中

氏
が
退
任
直
前
に
方
針
を
急
転
換
し
た
の

は
な
ぜ
か
。
新
規
制
基
準
に
基
づ
く
安
全

対
策
が
講
じ
ら
れ
た
以
上
、
審
査
基
準
に

照
ら
せ
ば
再
稼
働
を
認
め
る
し
か
な
い
。

な
ら
ば
、
自
分
の
手
で
こ
の
問
題
に
け
じ

め
を
付
け
る
―
と
い
う
苦
渋
の
判
断
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
、
今
に
し
て
思
う
。

田
中
氏
の
古
里
・
福
島
へ
の
思
い
を
感

じ
る
場
面
は
た
び
た
び
あ
っ
た
。
原
発
事

故
発
生
直
後
は
福
島
県
内
で
除
染
活
動
に

汗
を
流
し
た
。
退
任
後
は
、
原
発
事
故
に

伴
う
避
難
指
示
が
今
年
３
月
末
に
一
部
を

除
い
て
解
除
さ
れ
た
飯
舘
村
に
住
む
と
明

言
し
て
い
る
。

退
任
前
の
記
者
会
見
で
、
今
後
の
原
子

力
行
政
の
課
題
に「
人
材
不
足
」を
挙
げ

た
。
規
制
委
員
長
だ
け
に
限
っ
て
も
、
田

中
氏
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
た
更
田
豊
志
氏

以
外
に
適
任
者
は
見
当
た
ら
な
い
と
い

う
。「
福
島
の
よ
う
な
事
故
を
二
度
と
起

こ
さ
な
い
」。
田
中
氏
が
繰
り
返
し
述
べ

て
き
た
思
い
を
規
制
委
、
規
制
庁
、
電
力

事
業
者
は
ど
う
受
け
継
い
で
い
く
の
か
。

原
発
事
故
で
失
っ
た
国
民
の
原
子
力
規
制

に
対
す
る
信
頼
回
復
と
併
せ
、
極
め
て
重

い
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

東日本大震災から6年8カ月� 被災地はい ま

被災地通信�

田中俊一・初代規制委員長が退任

福島への思い、どう受け継ぐ
半澤　正輝（福島民報社）
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リ レーエッセー

永
六
輔
さ
ん
と
ホ
ヤ
の
苦
い
思
い
出

富
田

　詢
一（
琉
球
新
報
社
）

分
の
小
鉢
を
さ
っ
と
私
に
回
し
た
。「
君

は
沖
縄
で
食
べ
た
こ
と
な
い
だ
ろ
う
か

ら
、
食
べ
な
さ
い
。
お
い
し
い
で
す
」と
。

言
わ
れ
る
ま
ま
に
口
に
運
ん
だ
が
、
思
わ

ず
吐
き
出
し
そ
う
に
な
っ
た
。

予
備
知
識
が
な
か
っ
た
の
と
、
口
の
中

で
広
が
る
石
油
臭
に
往
生
し
た
。
吐
き
出

す
わ
け
に
い
か
ず
、
ま
わ
り
の
人
た
ち
か

ら「
沖
縄
出
身
で
す
か
、
こ
れ
は
海
の
パ

イ
ナ
ッ
プ
ル
と
も
言
う
ん
で
す
」と
説
明

さ
れ
る
の
を
涙
目
で
こ
ら
え
つ
つ
飲
み
込

ん
だ
。
以
後
、
幾
度
か
挑
戦
し
た
が
、
や

は
り
無
理
だ
っ
た
。

こ
の
こ
ろ
計
量
単
位
は
メ
ー
ト
ル
法
で

統
一
さ
れ
、
曲
尺
や
鯨
尺
が
違
法
で
逮
捕

者
も
出
た
。
ゴ
ル
フ
場
の
距
離
表
示
が
ヤ

ー
ド
か
ら
メ
ー
ト
ル
に
変
え
さ
せ
ら
れ
た

こ
と
を
覚
え
て
お
ら
れ
る
方
も
い
よ
う

か
。
永
さ
ん
は
ラ
ジ
オ
で
、
こ
れ
か
ら
曲

尺
を
売
る
か
ら
逮
捕
し
ろ
、
な
ど
と
挑
発

し
、
尺
貫
法
の
復
権
を
訴
え
続
け
た
。

金
沢
で
一
緒
に
朝
食
を
と
っ
た
と
き
は

焼
け
跡
世
代
の
食
べ
る
速
さ
に
驚
い
た
。

膳
に
は
ふ
た
物
が
多
か
っ
た
が
、
私
が
ご

飯
と
み
そ
汁
を
い
た
だ
く
間
に
、
永
さ
ん

は
完
食
。私
は
ふ
た
物
は
開
け
ず
じ
ま
い
。

食
べ
た
ふ
り
で
済
ま
せ
た
。
永
さ
ん
は
私

に
対
し
て
必
要
以
上
の
こ
と
は
話
さ
な
か

っ
た
。
旅
の
間
、
私
は
ひ
た
す
ら
永
さ
ん

の
背
中
を
見
て
い
た
。
そ
れ
で
十
分
学
ば

せ
て
い
た
だ
い
た
。

私
は「
話
の
特
集
」を
辞
め
、
１
９
７

７
年
琉
球
新
報
社
に
入
社
し
た
。
永
さ
ん

は
来
沖
す
る
と
、
よ
く
社
に
来
ら
れ
た
。

あ
る
日
、
那
覇
市
に
開
店
予
定
の
沖
縄
ジ

ア
ン
ジ
ア
ン（
小
劇
場
）を
や
ら
な
い
か

と
誘
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
付
き
合
い
の

あ
る
芸
人
を
連
れ
て
く
る
の
で
、
君
が
や

れ
ば
、
自
分
は
ノ
ー
ギ
ャ
ラ
で
い
い
と
い

っ
た
あ
ん
ば
い
で
あ
る
。
丁
重
に
お
断
り

し
た
が
、
新
聞
社
勤
務
で
な
け
れ
ば
ど
う

な
っ
て
い
た
か
。

話
は
前
後
す
る
が
写
真
は
、
私
が

「
話
の
特
集
」に
入
社
し
た
74
年
12
月

の
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
た「
花
の
中

年
御
三
家
大
激
突
　
ノ
ー
リ
タ
ー
ン
コ

ン
サ
ー
ト
」の
一
コ
マ
だ
。
矢
崎
さ
ん

が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
司
会
は
愛
川
欽
也

さ
ん
と
中
山
千
夏
さ
ん
で
、
左
か
ら
小

沢
昭
一
さ
ん
45
歳
、
野
坂
昭
如
さ
ん
44

歳
、
永
さ
ん
41
歳
で
あ
る
。
今
さ
ら
の

よ
う
に
、
こ
ん
な
に
も
若
か
っ
た
の
か

と
思
う
。
永
さ
ん
に
至
っ
て
は
私
の
子

ど
も
の
歳
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
こ
の
御
三
方
は
当
時
す

で
に
し
て
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
ビ
ッ
グ

ネ
ー
ム
。
雲
の
上
の
存
在
で
あ
っ
た
。

「
話
の
特
集
」に
は
こ
の
ほ
か
、
井
上

ひ
さ
し
、
竹
中
労
、
五
木
寛
之
、
浅
井

慎
平
、
横
尾
忠
則
、
和
田
誠
、
田
島
征

三
、
黒
柳
徹
子
、
中
山
千
夏
の
各
氏
ら

が
常
連
で
登
場
し
て
い
た
。
私
は
永
さ

ん
を
は
じ
め
、
こ
れ
ら
の
方
た
ち
と
接

す
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
に
恵
ま
れ

た
。
３
年
の
経
験
が
、
の
ち
の
新
聞
記

者
生
活
に
も
大
い
に
役
立
っ
た
こ
と
は

言
う
ま
で
な
い
。

（
と
み
た
・
じ
ゅ
ん
い
ち
　
代
表
取
締
役
社
長
）

東
北
、
北
海
道
の
人
た
ち
に
は
悪
い

が
、
私
は
ホ
ヤ
が
苦
手
で
食
べ
ら
れ
な

い
。そ
の
原
因
は
永
六
輔
さ
ん
に
あ
る
。

永
さ
ん
の
お
供
で
東
北
、
北
陸
を
旅
し

た
こ
と
が
あ
る
。
今
か
ら
40
年
以
上
前

の
こ
と
だ
。
私
は
当
時
、
雑
誌「
話
の

特
集
」編
集
室
に
勤
め
て
い
た
。
永
さ

ん
は
常
連
執
筆
者
で
、
出
資
者
で
も
あ

っ
た
。
編
集
兼
発
行
人（
社
長
）の
矢

崎
泰
久
さ
ん
と
は
、
じ
っ
こ
ん
の
間
柄

で
あ
っ
た
。

若
輩
の
私
な
ど
が
い
う
の
は
お
こ
が

ま
し
い
が
、
永
さ
ん
は
反
骨
の
人
だ
っ

た
。
一
緒
の
旅
は
尺
貫
法
復
活
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
だ
っ
た
。
仙
台

か
ら
青
森
、
秋
田
、
金
沢
、
福
井
の
小

ホ
ー
ル
で
歌
と
お
し
ゃ
べ
り
ス
テ
ー

ジ
。
私
の
役
割
は
付
き
人
、
そ
し
て
永

さ
ん
の
本『
死
に
は
す
る
殺
さ
れ
は
し

な
い
』の
販
売
。
青
森
の
主
催
グ
ル
ー

プ
が
永
さ
ん
と
私
を
も
て
な
し
て
く
れ

た
席
に
出
さ
れ
た
の
が
酢
の
物
の
ホ
ヤ

だ
。
永
さ
ん
も
苦
手
だ
っ
た
の
か
。
自

左から小沢昭一、野坂昭如、永六輔各氏
（197４年12月／日本武道館／共同通信社提供）

次
号
は
河
野
俊
史
さ
ん（
ス
ポ
ー
ツ

ニ
ッ
ポ
ン
新
聞
社
）に
バ
ト
ン
が
渡
り

ま
す
。
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書いた話　書かなかった 話

１
９
９
３
年
、
２
度
目
の
ワ
シ
ン
ト
ン

に
支
局
長
と
し
て
組
合
員
の
身
分
で
赴
任

し
た
。
私
自
身
、
支
局
長
業
務
に
専
念
す

る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。

当
時
、
支
局
の
特
派
員
は
11
人
。
日
本

の
メ
デ
ィ
ア
で
も
最
も
大
き
く
、
各
特
派

員
の
持
ち
場
を
国
務
省
、
国
防
総
省
、
ホ

ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
、
議
会
な
ど
に
割
り
当
て

て
い
た
。
こ
れ
ら
の
領
域
を
侵
害
し
て
は

い
け
な
い
の
で
、
自
分
の
担
当
は
国
立
公

文
書
館
と
米
中
央
情
報
局（
Ｃ
Ｉ
Ａ
）、

と
勝
手
に
決
め
た
。

終
戦
か
ら
ち
ょ
う
ど
50
周
年
を
前
に
、

日
本
で
も
歴
史
物
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
た
。ま
た
冷
戦
終
結
直
後
で
も
あ
っ
た
。

ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
、
冷
戦
後
の
情
報
機
関

を
ど
う
す
べ
き
か
と
い
う
テ
ー
マ
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
頻
繁
に
開
か
れ
て
い
た
。

可
能
な
限
り
支
局
の
雑
用
は
午
前
中
に

済
ま
せ
、
午
後
は
取
材
活
動
に
充
て
た
。

◆
米
国
立
公
文
書
館 

　
東
条
の
遺
書
や
児
玉
機
関
資
料
も

国
立
公
文
書
館
に
は
日
参
し
た
。
前
回

勤
務
の
時
か
ら
世
話
に
な
っ
た「
ア
ー
キ

ビ
ス
ト
」（
文
書
管
理
官
）の
ジ
ョ
ン
・
テ

イ
ラ
ー
さ
ん
が
ま
だ
元
気
で
働
い
て
い

た
。
彼
が
自
分
の
引
き
出
し
か
ら
出
し
て

見
せ
て
く
れ
た
分
厚
い
名
刺
の
束
は
ほ
と

ん
ど
が
日
本
人
研
究
者
の
も
の
だ
っ
た
。

彼
の
方
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
行

く
と
、「
こ
ん
な
日
本
人
が
来
て
い
る
」

と
若
い
研
究
者
を
紹
介
さ
れ
、
文
書
の
探

し
方
を
教
え
て
あ
げ
た
こ
と
が
何
回
か
あ

っ
た
。
私
は
ま
る
で
日
本
人
担
当
ア
シ
ス

タ
ン
ト
の
よ
う
で
も
あ
っ
た
。

い
つ
も
の
よ
う
に
彼
の
部
屋
で「
フ
ァ

イ
ン
デ
ィ
ン
グ
エ
イ
ド
」（
文
書
捜
索
台

帳
）を
使
っ
て
文
書
を
あ
さ
っ
て
い
る
と
、

彼
が「
こ
の『
記
録
グ
ル
ー
プ（
Ｒ
Ｇ
）』を

見
て
み
な
い
か
」と
米
陸
軍
情
報
部
の
人

物
フ
ァ
イ
ル
台
帳
を
見
せ
て
く
れ
た
。
こ

の
フ
ァ
イ
ル
と
出
会
い
、
仕
事
の
方
向
が

決
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
約
６
年
後
に
出
版

さ
れ
た
拙
著『
秘
密
の
フ
ァ
イ
ル
上
下
』

（
共
同
通
信
社
）の
取
材
は
、
米
陸
軍
情
報

部
フ
ァ
イ
ル
が
出
発
点
だ
っ
た
。

占
領
時
代
に
連
合
国
軍
総
司
令
部（
Ｇ

Ｈ
Ｑ
）傘
下
参
謀
第
２
部（
Ｇ
２
、
情
報
）

の「
防
諜
部
隊（
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）」が
ま
と
め
た

児
玉
誉
士
夫
や
東
条
英
機
ら
の
個
人
フ
ァ

イ
ル
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
あ
っ
た
。
児

玉
機
関
が
所
有
し
た
鉱
山
や
鉱
物
資
源
、

資
産
の
リ
ス
ト
、
さ
ら
に
東
条
が
自
殺
を

図
っ
た
際
の
医
師
の
所
見
、
遺
書
な
ど
も

見
つ
か
っ
た
。

た
だ
、
陸
軍
情
報
部
文
書
に
は
キ
ワ
モ

ノ
も
あ
っ
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
関
係
が
あ
っ
た

あ
る
美
人
女
優
の
フ
ァ
イ
ル
の
中
に
、
公

開
す
べ
き
で
は
な
い
性
的
な
記
述
が
あ
っ

た
。そ
ん
な
文
書
ま
で
公
開
さ
れ
て
い
た
。

太
平
洋
戦
争
中
の
秘
密
情
報
工
作
に
従

事
し
て
い
た
日
本
人
の
米
共
産
党
員
の
活

躍
ぶ
り
を
記
し
た
戦
略
情
報
局（
Ｏ
Ｓ

Ｓ
）文
書
も
興
味
深
か
っ
た
。
彼
ら
は
日

本
軍
国
主
義
と
戦
う
た
め
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
前

身
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
は
せ
参
じ
た
の
だ
っ
た
。

そ
の
中
に
、
戦
前
の
一
時
期
、
野
坂
参

三
元
共
産
党
議
長
の
在
米
秘
書
の
よ
う
な

役
割
を
し
て
い
た
ジ
ョ
ー
・
小
出
と
い
う

人
が
い
た
。
夭
折
し
た
デ
ン
バ
ー
大
学
の

同
窓
生
の
名
前
を
盗
ん
だ
偽
名
だ
っ
た
。

本
名
は
鵜
飼
宣
道
。
東
京
の
銀
座
協
会
第

四
代
牧
師
の
長
男
で
、青
山
学
院
を
出
て
、

中
学
の
英
語
教
師
を
し
た
後
、
米
国
に
留

学
し
、
ア
メ
リ
カ
共
産
党
に
入
党
し
た
。

東
大
教
授
、
国
際
基
督
教
大
学
学
長
を
歴

任
し
た
鵜
飼
信
成
は
実
弟
だ
っ
た
。

ジ
ョ
ー
・
小
出
は
Ｏ
Ｓ
Ｓ
が
ま
い
て
い

た
天
皇
批
判
の
ビ
ラ
を
や
め
さ
せ
、
日
本

機
密
文
書
に
秘
め
ら
れ
た

　
　
日
米
の
裏
面
史
を
追
う

�

春
名

　幹
男
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人
の
心
に
訴
え
る
内
容
に
変
え
さ
せ
た
。

米
国
立
公
文
書
館
に
は
、
ド
ラ
マ
を
秘
め

た
文
書
が
多
々
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

文
書
に
書
か
れ
て
い
た
数
々
の
逸
話

は
、
帰
任
後
裏
取
り
に
追
わ
れ
た
。

テ
イ
ラ
ー
さ
ん
は
２
０
０
８
年
に
87
歳

で
亡
く
な
っ
た
が
、
直
前
ま
で
元
気
に
公

文
書
館
で
働
い
て
い
た
。
拙
著
を
渡
す
と

笑
顔
で
喜
ん
で
く
れ
た
。

◆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
き
っ
か
け
に 

　
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
研
究
へ

し
か
し
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
直
接
取
材
は
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
。
私
が
接
触
で
き
た
現
役
の

Ｃ
Ｉ
Ａ
高
官
や
工
作
員
は
、
３
、
４
人
し

か
い
な
い
。
彼
ら
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と

の
接
触
を
禁
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

た
だ
、
元
Ｃ
Ｉ
Ａ
高
官
ら
と
は
比
較
的

容
易
に
会
え
た
。
故
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
コ
ル

ビ
ー
Ｃ
Ｉ
Ａ
長
官
は
友
人
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
と
親
し
く
、
彼
の
紹
介
で
３
度
ほ
ど

食
事
を
し
た
。
彼
の
話
に
特
ダ
ネ
情
報
は

な
か
っ
た
が
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
関

す
る
教
養
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

私
に
と
っ
て
は
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
当
時
、
年

に
２
、
３
回
開
催
し
て
い
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
参
加
し
た
の
が
大
き
な
転
機
に
な
っ

た
。
私
は
全
部
で
５
、
６
回
参
加
し
た
。

Ｃ
Ｉ
Ａ
本
部
近
く
の
ホ
テ
ル
で
の
昼
食

会
を
皮
切
り
に
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
本
部
訪
問
、
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
、
講
演
な
ど
が
セ
ッ
ト
に
な

っ
て
、
通
常
２
日
間
。「
ト
ル
ー
マ
ン
政

権
と
Ｃ
Ｉ
Ａ
」「
原
爆
投
下
」「
暗
号
解
読
作

戦『
ベ
ノ
ナ
』」な
ど
が
テ
ー
マ
だ
っ
た
。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
と
の
共
催
で
行
わ
れ
た

こ
と
も
あ
っ
た
。

通
常
入
れ
な
い
Ｃ
Ｉ
Ａ
本
部
は
計
３
回

訪
問
し
た
。
カ
メ
ラ
や
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ

ー
は
持
ち
込
み
禁
止
。
外
に
駐
車
し
た
バ

ス
の
中
に
置
い
た
ま
ま
だ
っ
た
。

本
館
１
階
の
公
開
部
分
し
か
入
れ
な
か

っ
た
が
、
面
白
い
の
は
博
物
館
だ
っ
た
。

取
り
壊
し
た
在
モ
ス
ク
ワ
米
大
使
館
の
壁

の
一
部
が
展
示
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
断

面
に
埋
め
込
ま
れ
た
盗
聴
器
が
あ
っ
た
。

日
米
野
球
で
ベ
ー
ブ
・
ル
ー
ス
と
一
緒

に
来
日
し
て
、
当
時
東
京
で
一
番
高
い
ビ

ル
だ
っ
た
聖
路
加
病
院
屋
上
か
ら
写
真
を

撮
っ
た
、
ス
パ
イ
の
元
捕
手
モ
ー
・
バ
ー

グ
の
カ
メ
ラ
な
ど
の
遺
品
も
あ
っ
た
。
写

真
は
東
京
大
空
襲
の
際
に
利
用
さ
れ
た
。

食
事
を
含
め
て
参
加
費
は
無
料
だ
っ

た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
機
密
文
書
が
公
開

さ
れ
、
参
加
者
に
コ
ピ
ー
が
配
ら
れ
た
。

そ
の
都
度
、
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
報
道
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

秘
密
工
作
の
法
的
根
拠
や
歴
史
的
経
緯

な
ど
が
、
公
開
文
書
と
と
も
に
明
ら
か
に

さ
れ
た
の
で
、
勉
強
に
な
っ
た
。
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
研
究

を
進
め
る
こ
と
も
で
き
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
ゲ

ー
ツ
元
Ｃ
Ｉ
Ａ
長
官
や
、
ロ
シ
ア
・
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
詳
し
い
ク
リ
ス
ト
フ
ァ

ー
・
ア
ン
ド
ル
ー
英
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

教
授
ら
著
名
な
元
高
官
、
歴
史
家
ら
も
時

に
参
加
し
て
、
休
憩
時
間
に
貴
重
な
話
も

聞
け
た
。

元
Ｃ
Ｉ
Ａ
高
官
ら
と
知
り
合
う
こ
と
が

で
き
た
の
も
収
穫
だ
っ
た
。
あ
る
元
Ｃ
Ｉ

Ａ
東
京
支
局
長
は
、
東
京
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス

ク
ラ
ブ
で
皇
太
子
時
代
の
今
上
天
皇
と
プ

レ
ー
し
た
経
験
を
誇
り
に
し
て
い
た
。

畏
友
ビ
ル
・
バ
ー
（
民
間
調
査
機
関「
国

家
安
全
保
障
文
書
館
」上
級
研
究
員
）や

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
マ
ッ
ク
ス
・
ホ
ラ
ン

ド
両
氏
ら
と
は
、
こ
の
Ｃ
Ｉ
Ａ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
出
会
い
、今
も
付
き
合
っ
て
い
る
。

冷
戦
終
結
後
、
一
時
期「
Ｃ
Ｉ
Ａ
不
要

論
」が
議
会
で
論
議
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
反
論
す
る

た
め
に
こ
う
し
た
連
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
た
、
と
い
う
の
が
Ｃ
Ｉ
Ａ
側
の
動

機
だ
っ
た
よ
う
だ
。

◆
元
Ｃ
Ｉ
Ａ
高
官
は
貴
重
な
情
報
源

実
は
ア
メ
リ
カ
も
コ
ネ
社
会
で
あ
る
。

Ｃ
Ｉ
Ａ
の
日
本
で
の
工
作
に
つ
い
て
取
材

で
き
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
友
達
を
通

じ
て
元
Ｃ
Ｉ
Ａ
高
官
を
紹
介
し
て
も
ら
っ

た
か
ら
だ
。

故
バ
ッ
ド
・
ク
ラ
ウ
ザ
ー
元
三
井
物
産

ワ
シ
ン
ト
ン
事
務
所
長
と
親
し
く
な
っ
た

が
、
彼
自
身
が
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
在
京
工
作
員
だ

っ
た
。
彼
の
同
僚
や
上
司
、
と
コ
ネ
を
伝

い
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
本
部
の
初
代
日
本
課
長
だ
っ

た
カ
ー
ル
ト
ン
・
ス
ウ
ィ
フ
ト
氏
ら
に
た

ど
り
つ
い
た
。
96
年
当
時
、
彼
は
元
気
で

取
材
に
応
じ
て
く
れ
た
。
ま
た
彼
か
ら
も

別
の
人
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
。

ク
ラ
ウ
ザ
ー
氏
は
初
代
Ｃ
Ｉ
Ａ
東
京
支

局
長
ポ
ー
ル
・
ブ
ル
ー
ム
氏
を
尊
敬
し
て

い
た
。
ブ
ル
ー
ム
邸
の
執
事
だ
っ
た
成
松

孝
安
氏
ら
と
は
東
京
で
何
度
も
会
い
、
詳

し
い
話
が
聞
け
た
。

吉
田
茂
首
相
が
時
々
ブ
ル
ー
ム
邸
を
訪

れ
、
他
の
有
識
者
ら
と
談
論
し
て
い
た
▽

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
氏
は
ブ
ル
ー
ム
氏
の

助
言
で
日
本
文
学
の
道
を
歩
ん
だ
▽
成
松

氏
の
退
職
時
に
ブ
ル
ー
ム
氏
ら
が
資
金
を

出
し
て
ス
パ
ゲ
テ
ィ
店「
壁
の
穴
」を
開

店
し
た
―
と
い
っ
た
話
が
聞
け
た
。

上
記
の
畏
友
ホ
ラ
ン
ド
君
か
ら
紹
介
さ

れ
た
故
サ
ム
・
ハ
ル
パ
ー
ン
元
Ｃ
Ｉ
Ａ
工

作
担
当
次
官
補
佐
官
は
、
岸
信
介
首
相
へ

の
選
挙
資
金
提
供
に
つ
い
て「
ブ
ラ
ッ
ク

バ
ッ
グ
作
戦
だ
っ
た
」と
話
し
て
く
れ

た
。
だ
が
、
証
拠
の
文
書
が
見
つ
か
ら
な

い
。
岸
首
相
と
Ｃ
Ｉ
Ａ
に
関
す
る
文
書
は

「
機
微
区
分
情
報（
Ｓ
Ｃ
Ｉ
）」と
し
て
別

途
保
管
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
米

国
で
は
何
で
も
公
開
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。い
つ
か
壁
が
破
れ
た
ら
と
思
う
。
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第
７
回
：
情
報
公
開
と
公
開
情
報
③

９
・
21（
木
）講
師
：
日
下
部
聡
・
毎
日
新
聞

社
社
会
部
記
者
／
出
席
：
19
人

◎
問
わ
れ
る
記
者
の
役
割

特
定
秘
密
保
護
法
の
立
法
過
程
の
問
題

を
白
日
の
下
に
さ
ら
し
、
集
団
的
自
衛
権

行
使
を
可
能
と
す
る
憲
法
解
釈
変
更
の
経

緯
に
関
わ
る
公
文
書
管
理
の
在
り
方
を
問

い
た
だ
す
。
安
倍
政
権
下
で
戦
後
定
着
し

て
い
た
仕
組
み
が
大
き
く
変
え
ら
れ
る

中
、
情
報
公
開
制
度
を
活
用
し
、
権
力
の

監
視
を
地
道
に
行
っ
て
き
た
日
下
部
聡
記

者
の
話
か
ら
、
記
者
の
役
割
と
は
何
か
を

改
め
て
突
き
付
け
ら
れ
た
気
が
し
た
。

公
的
機
関
の
情
報
は
そ
も
そ
も
国
民
や

納
税
者
の
も
の
だ
。
情
報
公
開
が
当
た
り

前
の
社
会
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
日
下
部
記
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
心
に
響
い
た
。
情
報
公
開
請
求
で「
不

開
示
」や「
黒
塗
り
文
書
」が
出
て
き
た
場

合
で
も
、
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
れ
ば
そ

れ
自
体
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
と
い
う
指
摘

も
、
私
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
身
に

付
け
て
い
た
固
定
観
念
を
揺
さ
ぶ
っ
た
。

日
下
部
記
者
は
情
報
公
開
請
求
の
仕
方

も
実
例
を
交
え
て
丁
寧
に
説
明
。「
行
政

事
業
レ
ビ
ュ
ー
シ
ー
ト
」が
取
材
の
端
緒

に
も
な
る
こ
と
な
ど
を
学
び
、
目
か
ら
う

ろ
こ
だ
っ
た
。

時
事
通
信
社
社
会
部
　
中
村
　
進
午

通算79回　第５期記者ゼミ／会議報 告

《
お
知
ら
せ
》　

９
月
に
再
開
し
た
記
者
ゼ
ミ
は
、
総
選

挙
が
行
わ
れ
た
た
め
、
日
程
を
変
更
し
ま

し
た
。
11
月
以
降
の
予
定
を
改
め
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
木
曜
日
午
後
６

時
か
ら
で
す
。
今
年
度
は
２
月
末
ま
で
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
新
た
な
参
加
希

望
も
歓
迎
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
、
講
座

名
を
明
記
し
て
事
務
局（sem

inar@
jnpc.

or.jp

）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
橋
場
義
之
・
特
別
企
画
委
員
）

【
Ｉ
Ｔ
講
座
２
０
１
７
】

▼
第
９
～
11
回
＝
統
計
ソ
フ
ト
を
使
う

11
月
22
日「
Ｒ
」入
門（
＊
こ
の
回
だ
け
水

曜
）、
12
月
７
日
野
球
デ
ー
タ
解
析
紹
介

（
プ
ロ
球
団
元
編
成
担
当
者
ら
が
解
説
）、

12
月
21
日
自
然
言
語
解
析

【
誰
で
も
調
査
報
道
】

▼
第
９
～
10
回
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
報
道
実
例
に

即
し
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

11
月
16
日
デ
ー
タ
が
な
い
時
ど
う
す
る
？
、

11
月
30
日
内
部
告
発
を
受
け
て
～
机
上
練

習
の
紹
介

▼
第
11
～
12
回
＝
訴
訟
に
備
え
る（
２
人

の
弁
護
士
に
聞
く
）

12
月
14
日
、
１
月
18
日

▼
第
13
回
＝
取
材
対
象
と
の
関
係
の
難
し

さ
～
法
務
記
者
の
経
験
か
ら

２
月
１
日

■
会
議
報
告

●
第
４
７
８
回
企
画
委
員
会

（
10
・
16
　
会
見
場
）

衆
院
選
の
８
党
首
討
論
会（
10
・
８
）

に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
た
後
、
今
後
の

ゲ
ス
ト
候
補
を
検
討
し
た
。

出
席
　
西
村
委
員
長
、
坪
井
、
倉
重
、
福

本
、
橋
本
、
鶴
原
、
尾
崎
、
小
川
、
杉
田
、

山
田
、木
村
、友
安
、瀬
口
、宮
内
、出
川
、

川
戸
、
小
栗
、
川
村
、
福
田
の
各
委
員
。

●
第
３
８
７
回
会
報
委
員
会

（
10
・
５
　
会
見
場
）

11
、
12
月
号
の
編
集
に
つ
い
て
協
議
、

明
年
１
月
号
の
新
春
随
想
を
斎
藤
史
郎
・

元
理
事
長
に
依
頼
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

出
席
　
小
林
委
員
長
、
梅
原
、
高
橋
、
吉

岡
、
勝
沼
、
草
間
、
仙
石
、
大
寺
、
小
池
、

河
野
、
長
友
の
各
委
員
。

●
第
４
８
２
回
会
員
資
格
委
員
会

（
10
・
13
　
大
会
議
室
）

11
月
１
日
付
入
退
会
を
審
議
し
、
理
事

会
に
答
申
し
た
。

出
席
　
小
松
委
員
長
、
栗
原
、
佐
伯
、
石

井
、
根
本
、
井
上
、
狐
野
の
各
委
員
。

●
第
６
０
５
回
理
事
会（
書
面
）

10
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
改
正
・
育

児
休
業
法
に
あ
わ
せ
、
事
務
局
職
員
の
就

業
規
則
を
改
定
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

●
第
６
０
７
回
理
事
会（10

・
27
　
大
会
議
室
）

一
、
17
年
度
上
半
期
の
事
業
報
告
と
半
期

決
算
に
つ
い
て
事
務
局
が
報
告
し
た
。

一
、日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
規
約
に
基
づ
き
、

18
年
度
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
と
同
特
別
賞

を
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

一
、
昨
年
寄
贈
さ
れ
た
寄
付
金
の
取
り
扱

い
方
針
を
決
定
し
た
。

出
席
　
小
田
理
事
長
、
近
藤
、
荒
木
の
両

副
理
事
長
、
土
生
専
務
理
事
、
西
村
、
小

松
、
原
田
、
小
林
、
石
杜
、
深
田
、
下
尾
、

堅
田
、
岩
田
、
袴
田
、
石
原
、
伊
東
、
西

野
、
木
村
、
富
田
の
各
理
事
。

■ゴルフ会 米山会員が初優勝
還暦からの手習い実を結ぶ

　「今から始め
るの？」と友人
にバカにされな
がら還暦から始
めたゴルフ。苦
節７年、初めて

優勝杯をいただいた。しかも108回
の歴史と伝統を誇る「日本記者クラ
ブゴルフ会」。
　賞とは縁遠い人生でした。会社
に入ってから表彰された記憶はな
い。編集関係の賞もゼロ。子ども
時代の夏休みラジオ体操の皆勤賞
以来かもしれない。優勝できたの
はひとえにハンデのおかげです。
まだ参加したことのないゴルファ
ー会員の皆さん、ぜひ参加して優
勝を狙ってください。
　新聞通信調査会常務理事� 米山　司理
■10月17日　相模湖ＣＣ
＊鈴木民三会員はNETで米山さんを上回り
ましたが初参加だったため２位となりました。

誰
で
も
調
査
報
道
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■
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
解
体
新
書

飯
田
　
政
之
（
福
岡
放
送
取
締
役
、読
売
新
聞
出
身
）

■
逆
説
の
日
本
経
済
論

斎
藤
　
史
郎
（
日
本
経
済
新
聞
出
身
、
元
ク
ラ
ブ
理
事
長
）

■
が
ん
に
な
る
前
に
乳
房
を
切
除
す
る
　

遺
伝
性
乳
が
ん
治
療
の
最
前
線

小
倉
　
孝
保
（
毎
日
新
聞
外
信
部
長
）

■
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
と
チ
ベ
ッ
ト

　
１
５
０
０
年
の
関
係
史

大
島
　
信
三
（
産
経
新
聞
出
身
）

■
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
マ
ク
ロ
ン

　
フ
ラ
ン
ス
が
生
ん
だ
革
命
児

伴
野
　
文
夫
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
身
）

■G
reat�Trade�Alliance�Form

ation�
G
am
e�in�Asia-Pacific

村
上
　
直
久
（
時
事
通
信
出
身
）

感
動
の
舞
台
裏
　
３
年
前
、
読
売
の
論
説

副
委
員
長（
政
治
担
当
）か
ら
読
売
日
本

交
響
楽
団
常
任
理
事
・
事
務
局
長
に
異
動

し
た
。
厳
し
い
経
営
の
一
方
で
芸
術
を
追

求
す
る
プ
ロ
オ
ケ
の
世
界
は
実
に
刺
激
的

で
、「
記
者
魂
」が
よ
み
が
え
る
。
読
響

事
務
局
の
同
僚
・
松
本
良
一
君（
元
読
売

文
化
部
記
者
）と
２
人
で
、
演
奏
会
が
実

現
す
る
ま
で
の
デ
ィ
テ
ー
ル
を
描
い
た
の

が
こ
の
本
。
指
揮
者
や
楽
団
員
、
事
務
局

員
の
声
、
歴
史
的
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
数
多
く

の
音
楽
関
係
者
の
談
話
な
ど
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
フ
ァ
ン

以
外
に
も
楽
し

ん
で
も
ら
え
る

と
思
う
。

女
性
の
た
く
ま
し
さ
に
脱
帽
　
米
国
女
優
、

ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
・
ジ
ョ
リ
ー
の
告
白
で

話
題
に
な
っ
た
乳
房
の
予
防
切
除
。
遺
伝

的
に
が
ん
に
な
り
や
す
い
女
性
が
、
将
来

の
が
ん
リ
ス
ク
を
下
げ
る
た
め
に
行
う
医

歴
代
法
王
の
知
ら
れ
ざ
る
素
顔
　
な
ぜ
当

代
の
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
は
チ
ベ
ッ
ト
の
ラ
サ

で
は
な
く
、
イ
ン
ド
北
端
の
ダ
ラ
ム
サ
ラ

に
い
る
の
か
。
そ
の
経
緯
を
知
る
若
者
は

少
な
く
な
る
ば
か
り
だ
。そ
も
そ
も
ダ
ラ

イ
・
ラ
マ
と
は
何
者
な
の
か
。生
ま
れ
変

わ
り
に
よ
る
相
続
シ
ス
テ
ム
と
は
。
い
ず

れ
後
継
者
問
題
は
国
際
社
会
を
に
ぎ
わ
す

こ
と
に
な
ろ
う
が
、
当
代
は
跡
継
ぎ
の
選

考
に
あ
た
っ
て
中
国
に
主
導
権
を
奪
わ
れ

な
い
た
め
に
秘
策
を
抱
い
て
い
る
。
チ
ベ

ッ
ト
問
題
の
発
端
や
ラ
サ
を
目
指
し
た
明

14
人
の
識
者
が
俗
論
を
覆
す
　「
人
口
が
減

り
続
け
れ
ば
日
本
は
衰
退
の
道
を
歩
む
」

「
貿
易
黒
字
は
プ
ラ
ス
で
赤
字
は
マ
イ
ナ
ス
」

「
株
主
主
権
は
企
業
理
論
の
基
本
」―
―
。

世
間
に
い
つ
の
間
に
か
浸
透
し
て
い
る
の
が

常
識
論
。
誰
も
否
定
す
る
こ
と
に
思
い
及

ば
な
い
の
が
通
念
。
そ
こ
に
は
思
考
停
止

が
あ
り
背
後
に
は
時
代
の
空
気
が
あ
る
。

本
書
は
、
日
本
経
済
を
巡
る
こ
う
し
た
俗

説
や
通
念
に
、
14
人
の
学
者
、
経
営
者
、

政
治
家
ら
が
激
し
く
挑
戦
、
異
説
を
展
開

し
た
書
。「
人
口
減
少
は
恐
る
る
に
足
ら

ず
」「
超
金
融
緩

和
は
資
本
主
義

を
破
壊
す
る
」

と
語
る
。

地
球
を
救
う
救
世
主
　
マ
ク
ロ
ン
仏
大
統

領
の
登
場
は
、
39
歳
の
年
齢
と
か
、
25
歳

年
上
の
夫
人
と
か
、
話
題
満
載
で
に
ぎ
や

英
文
対
外
発
信
の
重
要
性
　
日
本
関
連
の

情
報
、
主
張
の
英
文
に
よ
る
対
外
発
信
の

重
要
性
は
通
信
社
で
英
文
記
者
を
し
て
い

た
こ
ろ
デ
ス
ク
に
よ
く
言
わ
れ
た
。本
書
は

ア
ジ
ア
太
平
洋
Ｅ
Ｕ
学
会（
Ｅ
Ｕ
Ｓ
Ａ
　

Ａ
Ｐ
）で
発
表
し
、
同
学
会
の
論
叢
に
掲

載
さ
れ
た
、自
由
貿
易
協
定
や
原
発
事
故
、

ユ
ー
ロ
圏
危
機
な
ど
に
関
す
る
５
本
の
論

文
を
所
収
し
て
い
る
。
幸
運
に
も
論
文
が

ド
イ
ツ
の
学
術
出
版
社
の
目
に
留
ま
り
、

オ
フ
ァ
ー
が

あ
っ
た
こ
と

で
出
版
が
実

現
し
た
。

中央公論新社
１５１２円

マ
イ
B
O
O
K�

マ
イ
P
R

会 員の著書

療
措
置
だ
。
そ
の
源
流
は
英
国
女
性
、
ウ

ェ
ン
デ
ィ
・
ワ
ト
ソ
ン
に
あ
る
。
彼
女
が

両
乳
房
を
予
防
切
除
す
る
ま
で
の
医
師
や

官
僚
と
の
や
り
と
り
は
時
に
お
か
し
く
、

時
に
常
識
破
り
だ
。
彼
女
の
奮
闘
ぶ
り
を

中
心
に
、
日
本
の
乳
が
ん
治
療
、
乳
房
再

建
の
現
状
も
報
告
し
て
い
る
。
ま
じ
め
な

テ
ー
マ
だ
が
、

笑
え
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
も
多
い
。

文藝春秋
１７２８円

治
の
日
本
青
年
た
ち
の
活
躍
も
描
い
た
、

わ
か
り
や
す
い

チ
ベ
ッ
ト
入
門

の
書
。

芙蓉書房出版
２７００円

ＰＨＰ研究所
２０５２円

か
だ
っ
た
。
し
か
し
マ
ク
ロ
ン
の
政
治
哲
学

は
あ
ま
り
語
ら
れ
て
い
な
い
。
マ
ク
ロ
ン
が

立
候
補
に
当
た
っ
て
発
表
し
た
著
書『
革

命
』を
徹
底
分
析
し
た
。
マ
ク
ロ
ン
が
目
指

す「
革
命
」は
フ
ラ
ン
ス
だ
け
の
も
の
で
は

な
い
。
環
境
破
壊
さ
れ
る
地
球
を
救
う
革

命
だ
と
思
う
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
か
ら
脱
退
す
る

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
と
真
っ
向
対
立
す
る

考
え
だ
。
す
で
に
原
子
炉
の
一
部
閉
鎖
と
ガ

ソ
リ
ン
車
の
廃

止
を
打
ち
出
し

て
い
る
。
注
目

の
第
一
歩
だ
。

幻冬舎
１０８０円

LAP�LAMBERT�Aca�
demic�Publishing
４０２５円
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情報発信
　クラブ施設では会員による各種の会合が行われています。
企業や大使館などの賛助会員も記者発表の場としてクラブ
を利用しています。

　パーキンソン病で寝たきりの生活。
その目に映る社会保障制度はズサンそ
のものです。ジャーナリズム魂を今後
にかけます。

柳
やなぎ

　博
ひろ

雄
お

1967年朝日新聞入社。大阪社会部、
同整理部、編集委員などを務め
2001年退社。

新しいOB会員

■国際赤十字・赤新月社連盟（IFRC）事務総長会見
　IFRCはミャンマー西部ラカイン州からバング
ラデシュへ逃れているイスラム系少数民族ロヒ
ンギャ難民の支援活動を行っている。エルハジ・
アズ・シィ事務総長が、現地の様子を報告した。
日本赤十字主催。（10.3　会見場）

■「EU・世界死刑廃止デー 10.10」事前会見
　ヴィオレル・イスティチョアイア＝ブドゥラ
駐日EU大使らが会見。「欧州では過去20年間、
死刑が執行されていない。140カ国が死刑廃止
か執行停止措置をとっている。死刑廃止は世界
のすう勢」と大使らは強調。日本での廃止に向
けた国民的議論を求める書簡を10月10日に、上
川陽子法相へ送ることを明らかにした。駐日Ｅ
Ｕ代表部主催。（10.6　会見場）

■アジア調査会シンポジウム「台湾と国際社会」
　劉世忠・台湾貿易センター副理事長、竹内孝
之・ジェトロ・アジア経済研究所副主任研究員、
小笠原欣幸・東京外国語大大学院准教授、坂東
賢治毎日新聞社論説室専門編集委員が台湾の国
際機関への参加問題などについて討論した。
　内容は同調査会のウェブサイト（http://www.
aarc.or.jp）に。（10.12 10階ホール）

■2017年度国際交流基金賞・記念講演会
　同賞は1973年に創設。学術、芸術などの文化
活動を通じて、日本と海外の相互理解の促進に
貢献した個人・団体に贈られる。受賞者のひと
りで手塚治虫の漫画の翻訳などを手がけた、フ
レデリック・Ｌ・ショット氏（米国、作家・翻
訳家）が、ポップカルチャーを軸に異文化交流
について講演した。国際交流基金主催。（10.20　
10階ホール）

■シュティルハルトICRC事業局長会見
　シリア、イエメンなど紛争地での活動状況を
下記のように報告した。▶紛争の長期化傾向の
ため、赤十字国際委員会（ICRC）の活動費は過
去5年で8割増加▶イエメンでは2015年に始ま
った内戦のためコレラに80万人が感染してい
る。予防可能な感染症が急激に広がったのは医
療インフラの55％が破壊されたからだ。今年中
に感染者が100万人に達する可能性も。ICRC駐
日事務所主催。（10.24 10階ホール）

■日本医学ジャーナリスト協会賞・授賞式・シ
ンポジウム　南日本新聞が大賞受賞

　同賞は医学・医療分野の優れた報道作品を顕
彰するために2012年に創設。南日本新聞社の連
載「精神障害とともに」取材班が新聞・雑誌部門
の大賞を受賞した。その他の受賞作は同協会の
ウェブサイト（http://meja.jp/）で見ることがで
きる。（10.30　会見場）

■新聞週間記念の集い「将棋の魅力」シンポ
　「今、伝えたい将棋の魅力」と題し、佐藤天彦
名人、室谷由紀女流二段と、将棋好きで知られ
る乃木坂46メンバーの伊藤かりんさんらが語り
合った。日本新聞協会主催。（10.21　10階ホール）

新聞通信調査会シンポジウムのご案内
　「ポピュリズム政治にどう向き合うか―メデ
ィアの在り方を考える―」をテーマに開催する。
　参加希望者は新聞通信調査会のウェブサイト

（http://www.chosakai.gr.jp/index.html）でお申
し込みください（参加費無料、要事前登録）。

【日時】11月29日（水）13：30 〜 17：00
【会場】プレスセンタービル10階ホール
【登壇者】▶基調講演：水島治郎・千葉大学教授
▶パネリスト：津田大介氏、三浦瑠麗・国際政
治学者、芹川洋一・日本経済新聞社論説主幹、
山田惠資・時事通信社解説委員長▶コーディネ
ーター：松本真由美・東京大学客員准教授

▶10月8日（日）13：00 〜 15：10　10階ホール
　（公示10月10日）
▶安倍晋三自由民主党総裁、小池百合子希望の
党代表、山口那津男公明党代表、志位和夫日本
共産党委員長、松井一郎日本維新の会代表、枝
野幸男立憲民主党代表、吉田忠智社会民主党党
首、中野正志日本のこころ代表（前原誠司民進
党、小沢一郎自由党の両代表は辞退）
▶進行　第1部＝8党首が「一番訴えたいこと」
をボード（控室で記入）を用いながら主張（持ち
時間30秒）。その後、党首同士の討論。相手を
指名して質問し、答える形式（持ち時間各1分）
で3巡行った（60分）｡ 第2部＝代表質問。回答
時間、原則各1分（70分）。
▶総合司会：川戸惠子、第1部司会：島田敏男、
代表質問者：橋本五郎、坪井ゆづる、倉重篤郎、
実哲也の各企画委員。
▶参加者数　292人。過去15回の党首討論会同
様、プレス会員社に人数を振り分けた。ペン取
材178人。スチルは東京写真記者協会8社、外
通5社と、在日外国報道協会（FPIJ）代表（新華
社）など。放送は、NHKが総合テレビで生中継（ラ
ジオも同様）。視聴率は関東3.9％、関西3.3％。
民放の中継代表はTBS。動画はニュース映画協
会代表（テレビ東京）のほか新聞社を含め国内10
社、外通6社が撮影。民放ラジオは4社。
� ＊10、11ページに特集

第48回衆院選８党党首討論会　実施要領メモ
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⃝和食レストラン（9階）   ☎3503‒2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503‒2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503‒2724
⃝受　　付   ☎3503‒2721

⃝会員事務   ☎3503‒2727
⃝経　　理   ☎3503‒2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503‒2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

会報委員会クラブの電話　ダイヤルイン

日本記者クラブ賞・特別賞候補をご推薦ください

　日本記者クラブ賞・特別賞の募集が始まりま
す。メールアドレスを登録している会員の皆さ
んには、今年から募集要項をメールでご案内し
ます。締め切りは来年1月31日（水）です。
■日本記者クラブ賞
　取材､ 報道、評論活動を通じてジャーナリス
トとして顕著な業績を挙げ､ ジャーナリズムの
信用と権威を高めた個人を顕彰します。会員ま
たは法人会員社に属する方々が対象です。クラ
ブ会員であれば推薦できます。
■日本記者クラブ賞特別賞
　2012年度に新設された特別賞は、原則として
会員以外のジャーナリズム活動を顕彰します。
ただし、会員社の取材班・番組班などチームと
しての業績も対象となります。推薦はクラブ会
員だけでなく、日本新聞協会もしくは日本民間
放送連盟加盟社に属する社の方であれば、どな
たでもできます。

＊
　両賞とも、所定の用紙で、推薦理由（2000字
以内）と参考資料を添えて提出願います。推薦
書はクラブのウェブサイトからダウンロードで
きます。詳細は事務局の本庄（03-3503-2754）へ
お問い合わせください。

＜理事交代＞
　日本新聞協会
　西野文章専務理事・事務局長（旧・川嶋明氏）

＜訃報＞
　塩谷喜雄会員（日本経済新聞出身、71歳）が９
月30日、城田隆会員（元三重テレビ社長、80歳）
が10月14日に死去されました。ご冥福をお祈り
いたします。

ふぐ特別メニューのご案内　11月27日～ 2月2日

　毎年好評いただいているふぐ特別メニューを
ご用意します。刺身、唐揚げ、鍋などふぐづく
しをお楽しみください。お一人5,940円です。予
約をお願いします（03-3503-2723）。お二人から
お受けします。

忘年会、新年会はクラブの個室で

　お手頃な宴会プランをご用意します。（12月
1日から2018年1月31日まで）お一人3,240円（洋
食8品とすし、そば）。プラス1,404円で2時間
飲み放題です（別途、部屋代）。ご予約は（03-
3503-2724）へ。

ラウンジ改善策をお寄せください

　会員の皆さんにとって、使い勝手のよいラウ
ンジの改良を検討中です。ご意見やご希望がご
ざいましたら、受付脇の「ご意見箱」もしくはメ
ー ル（jimukyoku@jnpc.or.jp）へ お 寄 せ く だ さ
い。

予約電話　和食 3503‒2723　洋食 3503‒2766・2731

和食　霜月懐石（12/28まで）

　先付：銀杏豆腐、いわし香梅煮、アスパラサー
モン巻、穴子小袖寿司　お椀：すまし仕立て　焼
き甘鯛、舞茸　造り：三点盛り　焼物：ぶりの照
り焼き　煮物：ぜんまい信田巻　揚物：海老の丹
波揚げ　食事：蟹雑炊　水菓子：季節の果物　グ
ラス冷酒付き（5,400円） （板長：大井由光）

洋食　季節のおすすめコース（12/28まで）

　鹿肉パテのサラダ添え、オイスターチャウダー
またはポタージュ、オマール海老ポワレ（アメリ
カンソース仕立て）、苺のメルバ、パン、コーヒ
ー付き（3,672円）。ランチ、ディナー（土曜日はラ
ンチのみ９階レストラン）ともにご利用いただけ
ます。 （シェフ：黒須修一）

レストラン＊価格は全て税込みです

https://www.jnpc.or.jp/HP更新情報
■会見詳録　会見の全文文字記録版
●第₄₈回衆院選「８党党首討論会」（2017.10.8）
●アーメッド・アブターレブ・オランダ・ロッ
テルダム市長（2017.10.11）
◇西室泰三・元日本郵政社長の会見詳録があり
ます　10月14日に死去した西室さんは日本郵
政社長就任から3カ月目に会見（2013.9.10）し
ています。

会員現況 ⃝法人会員：133社　⃝基本会員：744人　⃝個人会員：1,259人
⃝法人・個人賛助会員：61社・135人　⃝特別賛助会員：105人
⃝名誉・功労会員：11人　⃝学生会員：132人 計：194社・2,386人

委員長＝小林　毅
委　員＝梅原　季哉　大寺　廣幸　勝沼　直子
　　　　草間　嘉幸　小池　敏夫　河野　博子
　　　　仙石　伸也　高橋　雅哉　長友佐波子
　　　　吉岡　政道

（事務局：本庄五月　青山幹史）

☎03‒3503‒2754　FAX 03‒3503‒7271

　プレスセンタービルの8階には個人でも借り
られる小部屋（キュービクル）があります。広さ
は2タイプで、窓のある4.37坪（14.45㎡）と窓の
ない1.9坪（6.29㎡）で、どちらにも空きがあり即
入居できます。個人の仕事スペースとして、団
体・法人の事務所としていかがでしょうか。フ
ロアをひとつ上がれば、クラブ施設を利用する
こともできる便利な場所です。
　クラブ会員は優先的に入居可能です。お問い
合わせは日本プレスセンター総務部の天野、鳥
居（03-3580-1581）へ。

プレスセンターに入居しませんか
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撮影：三
み

村
むら

　幸
こう

作
さく

（日本経済新聞社写真部）

記者会見の冒頭、一礼する神戸製鋼所の川崎博也会長兼社長＝10月13日、東京都港区

写 真 回 廊

　何
度
、
こ
ん
な
場
面
を
見
た
こ
と
だ
ろ
う
。
企
業
の
謝
罪

会
見
が
見
慣
れ
た
光
景
に
な
っ
た
。日
産
自
動
車
の
工
場
で
、

出
荷
前
の
車
の
検
査
を
無
資
格
の
社
員
が
行
っ
て
い
た
こ
と

が
発
覚
し
た
ば
か
り
で
も
あ
る
。

　そ
れ
で
も
、
神
戸
製
鋼
所
の
検
査
デ
ー
タ
改
ざ
ん
問
題
の

衝
撃
度
は
、格
段
に
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。「
産
業
の
コ
メ
」

と
い
わ
れ
た
鉄
鋼
。
日
本
の
高
度
経
済
成
長
の
屋
台
骨
を
支

え
た
こ
の
業
界
へ
の
信
頼
度
は
、
常
に
高
か
っ
た
は
ず
だ
。

　技
術
力
を
生
か
し
た
ア
ル
ミ
・
銅
事
業
を
舞
台
に
し
た
デ

ー
タ
改
ざ
ん
だ
け
に
、
飛
行
機
、
列
車
、
車
と
い
っ
た
世
界

の
最
先
端
の
乗
り
物
な
ど
の
安
全
性
に
懸
念
が
広
が
り
、
米

欧
の
当
局
も
調
査
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

　近
頃
、
日
本
の
技
術
や
文
化
を
外
国
人
に
褒
め
そ
や
し
て

も
ら
う
テ
レ
ビ
番
組
や
著
書
が
目
立
つ
、
と
気
に
な
っ
て
い

た
。
数
カ
月
前
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
出
身
の
数
学
者
で
大
道
芸
人

の
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
ル
さ
ん
と
話
す
機
会
に
、
そ
の
こ

と
に
言
及
す
る
と
、
フ
ラ
ン
ク
ル
さ
ん
は
、
か
つ
て
は
、
日

本
の
良
い
と
こ
ろ
と
悪
い
と
こ
ろ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
、
と

言
わ
れ
た
も
の
だ
が
、
最
近
は
良
い
と
こ
ろ
だ
け
を
聞
か
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
同
調
し
た
。

　経
済
力
で
中
国
に
抜
か
れ
、
少
子
高
齢
化
で
明
る
い
未
来

が
描
き
づ
ら
い
。

　外
国
人
に
褒
め
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
の
は
、
自
信
の

な
さ
の
裏
返
し
だ
ろ
う
か
。

　高
い
技
術
力
と
、
こ
だ
わ
り
抜
い
た
生
産
現
場
―
―
。
日

本
の
誇
る〝
最
後
の
砦
〟だ
っ
た
は
ず
だ
。
そ
れ
が
揺
ら
い

で
い
る
の
か
。

　「鉄
は
国
家
な
り
」と
い
う
言
葉
が
頭
を
よ
ぎ
る
。

 

（
秦
野

　る
り
子
）

揺
ら
ぐ
〝
最
後
の
砦
〟
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